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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腹壁の筋膜層を通る挿入のために適合されたトロカールであって、
　使用者による取り扱いのために構成された近位端と、
　前記腹壁に挿入されるように構成された遠位端と、
　前記近位端と前記遠位端との間に延びるシャフトと
を備え、
　ここにおいて、前記シャフトは、前記遠位端の近位に狭窄部分と前記狭窄部分の近位に
構成された拡幅部分とを備え、
　前記狭窄部分は、筋膜組織を受け入れるような形状および大きさにされた少なくとも１
つの凹部を画定し、
　前記拡幅部分は、遠位に向いた表面を画定する外形を有し、
　前記トロカールは、少なくとも１つのアンカーを前記筋膜組織内に前進させるように構
成され、
　前記狭窄部分の遠位に構成されたシャフト部分が、概して近位に向いた表面を備え、固
定された複数の、先端を有する突起を近位の方向に備え、前記突起は、前記少なくとも１
つのアンカーを前記筋膜組織内に前進させる間、前記筋膜組織を保持するのに十分な長さ
である、トロカール。
【請求項２】
　前記シャフトの概して近位に向いた表面は、前記凹部内に受け入れられた前記筋膜組織
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の、前記凹部から離れる移動を制限するように構成された組織係合外形を有する、請求項
１に記載のトロカール。
【請求項３】
　前記突起は、前記近位に向いた表面の周囲の少なくとも１部分に沿って分散されている
、請求項２に記載のトロカール。
【請求項４】
　前記突起は、前記近位を向いた表面の少なくとも１０％を覆うように分散されている、
請求項２又は３に記載のトロカール。
【請求項５】
　前記突起は、抵抗を増加させるために筋膜を刺すように構成されている、請求項１ない
し４のいずれか１項に記載のトロカール。
【請求項６】
　前記狭窄部分の長さは０．５～３０ｍｍであり、ここにおいて、前記凹部は前記シャフ
トの長手方向軸から少なくとも０．５ｍｍの距離のところで始められ、前記凹部は半径方
向に少なくとも１ｍｍの深さを有する、請求項１ないし５のいずれか１項に記載のトロカ
ール。
【請求項７】
　前記狭窄部分の合計断面積は、前記狭窄部分の近位に構成されたシャフト部分及び前記
狭窄部分の遠位に構成されたシャフト部分のうちの少なくとも１つの合計断面積よりも少
なくとも５０％小さい、請求項１ないし６のいずれか１項に記載のトロカール。
【請求項８】
　前記狭窄部分は、少なくとも０．５ｍｍの厚さを有する筋膜組織部分を受け入れるよう
に十分に長い、請求項１ないし７のいずれか１項に記載のトロカール。
【請求項９】
　前記シャフトは円筒状であり、前記少なくとも１つの凹部が円周上にある、請求項１な
いし８のいずれか１項に記載のトロカール。
【請求項１０】
　前記狭窄部分の真下に構成されたシャフト部分の直径は、前記狭窄部分が筋膜内に位置
決めされるとき、挿入中に前記シャフト部分によって伸展された組織が前記狭窄部分のま
わりで跳ね返るように、創傷の直径よりも大きい、請求項９に記載のトロカール。
【請求項１１】
　前記狭窄部分の近位に構成されたシャフト部分は、前記腹壁への前記トロカールの挿入
中に増加する抵抗を提供するために、近位方向に直径が増加する円錐形輪郭または半球形
輪郭を備える、請求項１ないし１０のいずれか１項に記載のトロカール。
【請求項１２】
　前記トロカールは、前記シャフトに対して遠位に前進可能な少なくとも１つのアンカー
押し出し部と、アンカー前進アセンブリとを備える、請求項１ないし１１のいずれか１項
に記載のトロカール。
【請求項１３】
　前記アンカー前進アセンブリは、使用者による操作のためにハンドルに動作可能に結合
された摺動部を備え、前記摺動部は、前記トロカールの前記シャフト内で前進させられる
とき前記少なくとも１つのアンカー押し出し部を遠位に押しやるに適した外形を備える、
請求項１２に記載のトロカール。
【請求項１４】
　前記トロカールは、少なくとも１つの縫合糸アンカーと前記縫合糸アンカーに結合され
た縫合糸とをさらに備えることによって創傷閉鎖を提供するように構成される、請求項１
２または１３に記載のトロカール。
【請求項１５】
　前記トロカールは、前記狭窄部分の遠位に位置決めされた少なくとも１つの近位に向い
た切断要素を備え、前記切断要素は、前記アンカーが前記筋膜組織を貫通する助けとなる
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ように前記アンカーと相互作用するような形状にされる、請求項１４に記載のトロカール
。
【請求項１６】
　組織内で縫合糸を展開するための１つ又は複数の針をさらに備え、前記１つ又は複数の
針は、前記狭窄部分の遠位に構成されたトロカールシャフト部分内に位置決めされ、前記
針の鋭利な端は前記近位の方向に向く、請求項１ないし１５のいずれか１項に記載のトロ
カール。
【請求項１７】
　前記概して近位に向いた表面は、拡張されたとき腹部に向いた筋膜組織との接触を増加
させる拡張可能な構造を備え、前記拡張可能な構造は、前記トロカールの挿入または除去
のための閉鎖構成と、前記トロカールが筋膜から離れるように前記近位の方向に引っ張ら
れるのを防止するための開放構成とを備える、請求項２に記載のトロカール。
【請求項１８】
　前記トロカールの遠位先端は、創傷を形成するために前記腹壁を切開するのに十分鋭利
である、請求項１ないし１７のいずれか１項に記載のトロカール。
【請求項１９】
　前記トロカールは、前記筋膜組織内に少なくとも２つのアンカーを前進させるように構
成され、前記狭窄部分の遠位に構成されたシャフト部分は少なくとも１つの凹部を有し、
前記少なくとも１つの凹部は、前記少なくとも２つのアンカーが前記筋膜組織で展開され
るとき、前記少なくとも２つのアンカーの間の距離を増加させるように、前記少なくとも
１つの凹部の上に組織折り畳みを形成するように形作られている、請求項１ないし１８の
いずれか１項に記載のトロカール。
【請求項２０】
　腹腔鏡下手技において使用するためのキットであって、
　請求項１に記載のトロカールと、
　前記トロカールを受け入れるような大きさにされた外部カニューレと、ここで、前記外
部カニューレは、前記外部カニューレの壁に除去可能に結合された少なくとも１つのアン
カーを備えるものであり、
を備え、
　ここにおいて、前記トロカールはアンカー前進アセンブリを備え、前記アンカー前進ア
センブリは、前記外部カニューレの前記少なくとも１つのアンカーと係合して前記アンカ
ーを組織内へ前進させるために前記トロカールのシャフトの外部に延びるように構成され
た少なくとも１つのアンカー押し出し部を備える、キット。
【請求項２１】
　前記アンカー押し出し部はロッドとして形作られ、ここにおいて、前記ロッドの遠位表
面は前記少なくとも１つのアンカーの近位表面と係合する、請求項２０に記載のキット。
【請求項２２】
　前記キットは、前記トロカールが挿入可能な複数の外部カニューレをさらに備える、請
求項２０に記載のキット。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのアンカーと前記外部カニューレとの間の結合は、前記外部カニュ
ーレへの前記トロカールの挿入、及び使用準備済み位置への前記トロカールの前進を妨害
しないような構造とされ、前記少なくとも１つのアンカー押し出し部が前記少なくとも１
つのアンカーの実質的に上方に設置される、請求項２２に記載のキット。
【請求項２４】
　前記アンカー前進アセンブリは、前記少なくとも１つのアンカーを前記筋膜組織内へ前
進させるように動作されるまで前記トロカールの前記シャフト内に含まれる、請求項２３
に記載のキット。
【請求項２５】
　前記アンカーは、前記少なくとも１つのアンカー押し出し部を受け入れるような形状お
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よび大きさにされた中空本体と、前記少なくとも１つのアンカーの展開位置で筋膜に当接
するために適合された少なくとも１つの表面とを備える、請求項２０に記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、そのいくつかの実施形態において、トロカールに関し、より詳細には、限定
はしないが、腹腔鏡下手技において使用するためのトロカールおよび外部カニューレアセ
ンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　腹腔鏡下手術は一般に、腹壁内に切開されたポートを通して腹腔鏡または他の手術器具
を導入するためのトロカールの使用を含む。その手技に続いて、視覚的制御を用いてまた
は用いずに、さまざまな技法が、創傷閉鎖を提供するために使用され得る。ポートの十分
な閉鎖は、ヘルニアなどの合併症の予防にとって大きな意味を持つ。　
　以下の公報は、トロカール創傷閉鎖デバイスを開示する。
【０００３】
　Ｇｒｅｅｎｗａｌｄらの欧州特許公報第ＥＰ０５６８０９８Ａ２号は、「トロカール創
傷閉鎖デバイス（１０）は、トロカール穿刺創を通した挿入のための遠位端（２０）と、
近位端（１４）と、本体（１２）の遠位端（２０）に配設された第１の引き込み可能な持
針器（７０）と第２の引き込み可能な持針器（７２）とを有する細長い本体（１２）を含
む。持針器（７０、７２）は、引き込み位置と伸長位置との間で移動可能である。本体（
１２）の近位端（１４）に配設されたアクチュエータ（３２）は、持針器（７０、７２）
を引き込み位置から伸長位置に移動させ、したがって、持針器（７０、７２）は、デバイ
ス（１０）が、トロカール創傷を通って、好ましくは創傷に挿入されたカニューレを通っ
て挿入されることを可能にするように引っ込められ、創傷が縫合されることを可能にする
ように、創傷に隣接する針（５６、５８）を位置決めするように伸長され得ることが可能
である。」を開示する。
【０００４】
　Ｂｏｒａｉａｈらの米国特許第８，１０９，９４３号は、「縫合糸アンカー展開のため
のシステムおよび方法」を開示する。本発明によるシステムは、カニューレアセンブリと
オブチュレータアセンブリとを含むトロカールシステムであり、カニューレアセンブリは
針アセンブリを提供し、オブチュレータアセンブリは針作動機構を提供する。オブチュレ
ータアセンブリは、カニューレアセンブリに少なくとも部分的に挿入され、針作動機構を
針アセンブリに動作可能に結合するように配置され得る。針アセンブリは少なくとも１つ
の針を含み、各針は、その遠位先端の近くに縫合糸アンカーを配設している。本発明によ
る方法は、人体の臓器内にまたはこれを通して少なくとも１つの縫合糸アンカーを展開お
よび／または置くためのステップを含む。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明は、そのいくつかの実施形態において、トロカールに関し、より詳細には、限定
はしないが、腹腔鏡下手技において使用するためのトロカールおよび外部カニューレアセ
ンブリに関する。
【０００６】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁の筋膜層を通る挿入のために適合
されたトロカールであって、使用者による取り扱いのために構成された近位端と、組織へ
の挿入のために構成された遠位端と、近位端と遠位端との間に延びるシャフトとを備え、
ここにおいて、シャフトは、遠位端の近位に狭窄部分を備え、この狭窄部分は、筋膜組織
を受け入れるような形状および大きさにされた少なくとも１つの凹部を画定し、この凹部
は凹部の遠位端で終わり、シャフトの全体的に近位に向いた表面は狭窄部分の真下に構成
され、近位に向いた表面および狭窄部分は、筋膜によって腹壁内でトロカールを安定させ
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るような形状および大きさにされる、トロカールが提供される。いくつかの実施形態では
、近位に向いた表面は、凹部内に受け入れられた筋膜組織の、凹部から離れる移動を制限
するように構成された組織係合外形を備える。いくつかの実施形態では、狭窄部分の長さ
は０．５～３０ｍｍであり、凹部はシャフトの長手方向軸から少なくとも０．５ｍｍの距
離のところで始められ、凹部は半径方向に少なくとも１ｍｍの深さを有する。いくつかの
実施形態では、狭窄部分の合計断面積は、狭窄部分の上方に構成されたシャフト部分と全
体的に近位方向に表面が画定された狭窄部分の下方に構成されたシャフト部分のうちの少
なくとも１つの合計断面積よりも少なくとも５０％小さい。いくつかの実施形態では、狭
窄部分は、少なくとも０．５ｍｍの厚さを有する筋膜組織部分を受け入れるように十分に
長い。いくつかの実施形態では、シャフトは円筒状であり、少なくとも１つの凹部は円周
である。いくつかの実施形態では、狭窄部分の真下に構成されたシャフト部分の直径は、
狭窄部分が筋膜内に位置決めされるとき、挿入中にシャフト部分によって伸展された組織
が狭窄部分のまわりで跳ね返るように、筋膜層内の創傷の直径よりも大きい。いくつかの
実施形態では、全体的に近位に向いた表面の組織係合外形は１つまたは複数の突起を備え
る。いくつかの実施形態では、突起は、抵抗を増加させるために筋膜を刺す先端を筋膜の
方向に有する。いくつかの実施形態では、狭窄部分の上方に構成されたシャフト部分は、
腹壁への装置の挿入中に増加する抵抗を提供するために、近位方向に直径が増加する円錐
形輪郭または半球形輪郭を備える。いくつかの実施形態では、トロカールは、トロカール
シャフトに対して遠位に前進可能な少なくとも１つのアンカー押し出し要素と、アンカー
前進機構とを備える。いくつかの実施形態では、アンカー前進機構は、使用者による操作
のためにハンドルに動作可能に結合された摺動要素を備え、この摺動要素は、トロカール
のシャフト内で前進させられるとき少なくとも１つのアンカー押し出し要素を遠位に押し
やるのに適した外形を備える。いくつかの実施形態では、トロカールはばねを備え、少な
くとも１つのアンカー押し出し要素はばねによって自動的に引っ込められ、ばねは組織へ
のアンカーの前進に抵抗しないように構成される。いくつかの実施形態では、トロカール
は、少なくとも１つの縫合糸アンカーとこのアンカーに結合された縫合糸とをさらに備え
ることによって創傷閉鎖を提供するように構成される。いくつかの実施形態では、トロカ
ールは、狭窄部分の遠位に位置決めされた少なくとも１つの近位に向いた切断要素を備え
、この切断要素は、アンカーが組織を貫通する助けとなるようにアンカーと相互作用する
ような形状にされる。いくつかの実施形態では、トロカールは、組織内で縫合糸を展開す
るための１つまたは複数の針をさらに備え、この針は、狭窄部分の下方に構成されたトロ
カールシャフト部分内に位置決めされ、この針の鋭利な端は近位に向く。いくつかの実施
形態では、全体的に近位に向いた表面は、拡張されたとき腹部に向いた筋膜組織との接触
を増加させる拡張可能な構造を備える。いくつかの実施形態では、拡張可能な構造は、ト
ロカールの挿入または除去のための閉鎖構成と、トロカールが筋膜から離れるように近位
方向に引っ張られるのを防止するための開放構成とを備える。いくつかの実施形態では、
構造は、トロカールを筋膜層に対して近位方向に引っ張ることによって、その開放構成へ
と変形可能である。いくつかの実施形態では、拡張可能な構造は、アンカーが組織内で展
開されるために通過させられる少なくとも１つのフレームを画定する。いくつかの実施形
態では、拡張可能な構造は、フレームを画定するようにシャフトに対して半径方向外側に
延びる、閉位置と開位置との間で回転可能な翼のセットを備える。いくつかの実施形態で
は、拡張可能な構造は、フレームを画定するために互いに軸方向に圧縮されるように構成
されたアームのセットを備える。いくつかの実施形態では、トロカールの遠位先端は、腹
壁へのトロカールの挿入時に穿刺創を形成するのに十分な鋭利さである。いくつかの実施
形態では、トロカールの遠位シャフト部分は、トロカールが組織に挿入されるとき組織折
りたたみ（tissue fold）を形成するような形状にされた１つまたは複数の凹部を備え、
組織折りたたみは、狭窄部分、および狭窄部分の下方に構成された凹部の作製されたシャ
フト部分、およびアンカーのうちの少なくとも１つの間に形成される。
【０００７】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹腔鏡下手技において使用するための
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キットが提供され、このキットは、トロカールと、このトロカールを受け入れるような大
きさにされた外部カニューレと、このカニューレは、アンカーおよびカニューレの内壁に
除去可能に結合された縫合糸のうちの少なくとも１つを備える、を備え、ここにおいて、
トロカールはアンカー前進機構を備え、この機構は、外部カニューレのアンカーと係合し
てアンカーを組織内へ前進させるためにトロカールのシャフトの外部に延びるように構成
された少なくとも１つのアンカー押し出し要素を備える。いくつかの実施形態では、アン
カー押し出し要素はロッドとして形作られ、このロッドの遠位表面はアンカーの近位表面
と係合する。いくつかの実施形態では、キットは、トロカールが挿入可能な複数の外部カ
ニューレをさらに備える。いくつかの実施形態では、アンカーと外部カニューレとの間の
結合は、アンカー押し出し要素がアンカーの実質的に上方に設置される、カニューレへの
トロカールの挿入および使用準備済み位置へのトロカールの前進を妨害しないような構造
にされる。いくつかの実施形態では、アンカー前進機構は、アンカーを組織内へ前進させ
るように動作されるまで前記トロカールのシャフト内に含まれる。いくつかの実施形態で
は、機構は、使用者による操作のためにハンドルに動作可能に結合された摺動要素をさら
に備え、この摺動要素は、トロカールのシャフト内で前進させられるときアンカー押し出
し要素を遠位に押しやるのに適した外形を備える。いくつかの実施形態では、アンカーは
、組織を直接貫通せずに組織内へ前進させられるとき組織に対して力を印加し、狭窄部分
、および狭窄部分の下方に構成された凹部の作製されたシャフト部分、およびアンカーの
うちの少なくとも１つの間に組織折りたたみを形成するように構成される。いくつかの実
施形態では、アンカーは、アンカー押し出し要素を受け入れるような形状および大きさに
された中空本体と、アンカーの展開位置で前筋膜に当接するために適合された少なくとも
１つの表面とを備える。いくつかの実施形態では、トロカールは、狭窄部分の遠位に位置
決めされた少なくとも１つの近位に向いた切断要素を備え、この切断要素は、アンカーが
組織を貫通する助けとなるようにアンカーと相互作用するような形状にされる。いくつか
の実施形態では、トロカールは、アンカー押し出し要素が前進されるまたは引っ込められ
るシャフトの壁のそばに凹部を備え、この凹部は、シャフトの長手方向軸と平行して構成
される。いくつかの実施形態では、トロカールシャフトはばねをさらに備え、アンカー押
し出し要素は、このばねによって自動的に引き込み可能であり、このばねは、組織へのア
ンカーの前進に抵抗しないように構成される。いくつかの実施形態では、外部カニューレ
の内壁は、記アンカーの少なくとも一部分が受け入れられる少なくとも１つの細長い凹部
を備え、この凹部は、組織の方へのアンカーの前進のための経路を画定する。いくつかの
実施形態では、凹部は台形であり、アンカーとカニューレとの間で結合するアリ溝を画定
する。いくつかの実施形態では、アンカーおよび縫合糸のうちの少なくとも１つが組織内
に吸収可能である。いくつかの実施形態では、外部カニューレの内腔は、腹腔鏡を通過さ
せるための寸法にされる。いくつかの実施形態では、キットは、外部カニューレ内でトロ
カールを空間的に方向付けるためのスリーブをさらに備える。いくつかの実施形態では、
スリーブは、気体が腹部内から漏れるのを防止するためにトロカールとカニューレとの間
で内腔を密閉する。いくつかの実施形態では、外部カニューレとシャフトを合わせた最大
直径は１５～３０ｍｍである。
【０００８】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁内で位置決めするための外部カニ
ューレが提供され、このカニューレは、カニューレに除去可能に取り付けられた少なくと
も１つのアンカーと、このアンカーに結合された少なくとも１つの縫合糸と、トロカール
を受け入れるための大きさにされた軸方向に延びる内腔とを備え、トロカールは、少なく
とも１つのアンカーと係合するように構成される。
【０００９】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁の筋膜層において縫合糸アンカー
および縫合糸のうちの少なくとも１つを展開するための方法であって、トロカールのシャ
フトの狭窄部分によって画定された表面が、腹部に向いた筋膜の表面に当接し、狭窄部分
が筋膜組織によって囲まれるように、腹壁への挿入のために適合されたトロカールを位置
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決めすることと、縫合糸アンカーまたは縫合糸のうちの少なくとも１つを筋膜内へ展開す
ることとを備える方法が提供される。いくつかの実施形態では、縫合糸アンカーおよび縫
合糸のうちの少なくとも１つは、筋膜層に対してあらかじめ定義された深さのところに展
開される。いくつかの実施形態では、位置決めすることは、トロカールを近位方向に引っ
張ることによって狭窄部分の下方に画定された表面に対して筋膜組織をやや伸展すること
をさらに備える。いくつかの実施形態では、縫合糸アンカーを各ポートにおいて別個に展
開するために、単一のトロカールが複数の外部カニューレに挿入され、各カニューレは異
なるポートのところで位置決めされる。
【００１０】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁への挿入のために適合されたトロ
カールを位置決めするために使用者に知覚可能なフィードバックを提供するための方法で
あって、トロカールは、トロカールの遠位端の近傍に狭窄部分を持つように形成されたシ
ャフトを備え、この方法は、腹壁を通してトロカールを挿入することと、腹壁の筋膜層に
当接する狭窄部分の下方に画定されたシャフトの表面によって形成された抵抗を受けるま
で、トロカールを近位方向に引っ張ることと、筋膜層が、狭窄部分によって画定された１
つまたは複数の凹部に入るように、トロカールを位置決めすることとを備える方法が提供
される。いくつかの実施形態では、方法は、筋膜層においてアンカーを展開することをさ
らに備える。
【００１１】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、組織内での縫合糸アンカーの展開中に
縫合糸アンカー間の距離を増加させる方法であって、組織を実質的な逆Ｕ字形に圧着する
ことと、縫合糸アンカーを使用して逆Ｕ字形の基部のところで圧着された組織を貫通し、
アンカーを組織内で展開することと、組織折りたたみがなければ得られたであろう縫合糸
アンカー間の距離と比較して、互いから、より長い距離のところで縫合糸アンカーを展開
させるために、組織折りたたみを解放することとを備える方法が提供される。いくつかの
実施形態では、圧着することは、組織をアンカー展開装置の凹部に押し込むために組織を
貫通する前に縫合糸アンカーを前進させることによって得られる。
【００１２】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁の筋膜層内での挿入のために適合
された装置であって、使用者による取り扱いのために構成された近位端と、組織への挿入
のために構成された遠位端を備えるシャフトと、組織への展開のための少なくとも１つの
アンカーとを備え、このアンカーはシャフトに除去可能に結合され、ここにおいて、シャ
フトの遠位端は、２つの実質的に反対方向から組織を接触させることによってアンカーが
組織を貫通する助けとなるようにアンカーと相互作用する少なくとも１つの近位に向いた
要素を備える、装置が提供される。いくつかの実施形態では、近位に向いた要素は、近位
に向いた切断縁または切断先端を備える。
【００１３】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁の筋膜層内での直径が少なくとも
３ｍｍの穿刺創内での挿入に適合された装置であって、使用者による取り扱いのために構
成された近位端と、シャフトと、組織への挿入のために構成された遠位端とを備え、ここ
において、シャフトは、遠位端の近位に狭窄部分を備え、この狭窄部分は、０．５～２０
ｍｍにわたる長さを有し、この狭窄部分は少なくとも１つの凹部によって画定され、この
凹部は、シャフトの長手方向軸から少なくとも０．５ｍｍの距離のところで始められ、こ
の凹部は、シャフトのまわりで跳ね返る筋膜層組織の少なくとも一部分を受け入れるため
に、半径方向に少なくとも１ｍｍの深さを有する、装置が提供される。いくつかの実施形
態では、狭窄部分の周囲は、狭窄部分の上方に構成されたシャフト部分および狭窄部分の
下方に構成されたシャフト部分のうちの少なくとも１つの周囲よりも小さい。いくつかの
実施形態では、狭窄部分の合計断面積は、狭窄部分の上方に構成されたシャフト部分およ
び狭窄部分の下方に構成されたシャフト部分のうちの少なくとも１つの合計断面積よりも
少なくとも５０％小さい。いくつかの実施形態では、狭窄部分は、少なくとも０．５ｍｍ
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の厚さを有する筋膜組織を受け入れるように十分に長い。いくつかの実施形態では、シャ
フトは円筒状である。いくつかの実施形態では、少なくとも１つの凹部は、シャフトのま
わりで周方向に構成される。いくつかの実施形態では、狭窄部分の直径は、シャフトによ
って伸展された組織が狭窄部分のまわりで跳ね返るように、筋膜層内の創傷の直径よりも
小さい。いくつかの実施形態では、近位に向いた狭窄部分の下方で狭窄部分によって画定
された表面は、１つまたは複数の突起を備える。いくつかの実施形態では、突起は、抵抗
を増加させるために筋膜を刺す先端を筋膜の方向に有する。いくつかの実施形態では、突
起は、表面の外周のまわりで周方向に分散される。いくつかの実施形態では、装置の外形
は、組織に対する装置の現在の深さの指示を使用者に提供する。いくつかの実施形態では
、狭窄部分の上方に構成されたシャフト部分は、腹壁への装置の挿入中に増加する抵抗を
提供するために、近位方向に直径が増加する円錐形輪郭を備える。いくつかの実施形態で
は、装置の遠位端は、筋膜内で穿刺創を切開するために地ならし（blade）される。いく
つかの実施形態では、遠位端には、ブレードがない。いくつかの実施形態では、最高４０
Ｎの引っ張り力が、狭窄部分の下方に画定されたシャフトの近位の向いた表面を組織内の
創傷に通過させることなく装置に印加可能であり、この表面は、引っ張りに抵抗するため
に創傷よりも大きい。いくつかの実施形態では、シャフトは、ガイドワイヤ上での装置の
挿入のための中空の内腔を備える。いくつかの実施形態では、狭窄部分の下方に画定され
たシャフトの近位の向いた表面は、腹部に向いた筋膜の表面に当接するように構成された
拡張可能な構造を備える。いくつかの実施形態では、この拡張可能な構造は、セグメント
化された葉状部を備える。いくつかの実施形態では、拡張可能な構造は、装置の挿入また
は除去のための閉鎖構成と、装置が近位方向に引っ張られるのを防止するための開放構成
とを備える。いくつかの実施形態では、拡張可能な構造は、装置を筋膜層に対して近位方
向に引っ張ることによって、その開放構成へと変形可能である。いくつかの実施形態では
、狭窄部分の下方に画定された表面と遠位端との間の距離は、１０～５０ｍｍにわたる。
いくつかの実施形態では、装置は、創傷閉鎖を提供する目的で筋膜内へ展開するために縫
合糸および縫合糸アンカーのうちの少なくとも１つを備える。いくつかの実施形態では、
装置の狭窄部分と遠位先端との間の距離および展開中の縫合糸アンカーの距離範囲のうち
の少なくとも１つは、筋膜に対して縫合糸および縫合糸アンカーのうちの少なくとも１つ
の位置を決定する。いくつかの実施形態では、装置は、筋膜の方へアンカーを送達するた
めのアンカー押し出し要素を備える。いくつかの実施形態では、シャフトは、押し出し要
素を受け入れるためにシャフトの壁のそばに凹部を備える。いくつかの実施形態では、こ
の凹部は、アンカーが軸と平行に展開されるように、シャフトの長手方向軸と平行して構
成される。いくつかの実施形態では、凹部は、アンカーがシャフトの長手方向軸に対して
ある角度で展開されるようにアーチ形にされる。いくつかの実施形態では、シャフトはば
ねをさらに備え、アンカー押し出し要素は、ばねによって自動的に引き込み可能である。
いくつかの実施形態では、デバイスは、装置の外部にカニューレをさらに備える。いくつ
かの実施形態では、カニューレは、縫合糸および縫合糸アンカーのうちの少なくとも１つ
を備える。いくつかの実施形態では、縫合糸は、アンカーに通される。いくつかの実施形
態では、アンカーおよび縫合糸のうちの少なくとも１つは、組織内に吸収可能である。い
くつかの実施形態では、外部カニューレは、腹腔鏡を通過させるための寸法にされる。い
くつかの実施形態では、装置は、ラチェットベースのアンカーアプリケータを備える。い
くつかの実施形態では、ラチェットは、アンカー展開中のアンカー押し出し要素の上方へ
の移動を防止する。いくつかの実施形態では、装置は、外部カニューレ内で装置を空間的
に方向付けるためのスリーブをさらに備える。いくつかの実施形態では、スリーブは、気
体が腹部内から漏れるのを防止するために装置とカニューレとの間で内腔を密閉する。い
くつかの実施形態では、装置は、組織内で縫合糸を展開するための１つまたは複数の針を
備える。いくつかの実施形態では、この針は、狭窄部分の下方に構成されたシャフト部分
内に位置決めされ、針の鋭利な端は近位方向に向く。いくつかの実施形態では、装置は、
縫合糸は組織内に残るが針は装置とともに引っ込められる除去構成を備える。いくつかの
実施形態では、組織は筋膜層である。
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【００１４】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁の筋膜層において縫合糸アンカー
および縫合糸のうちの少なくとも１つを展開するための方法であって、装置のシャフトの
狭窄部分によって画定された表面が、腹部に向いた筋膜の表面に当接し、狭窄部分が筋膜
組織によって囲まれるように、創傷閉鎖を提供するために腹壁への挿入のために適合され
た装置を位置決めすることと、縫合糸アンカーまたは縫合糸のうちの少なくとも１つを筋
膜内へ展開することとを備える方法が提供される。いくつかの実施形態では、縫合糸アン
カーおよび縫合糸のうちの少なくとも１つは、筋膜層に対してあらかじめ定義された深さ
のところに展開される。いくつかの実施形態では、位置決めすることは、装置を近位方向
に引っ張ることによって、狭窄部分の下方に画定された表面に対して筋膜組織をやや伸展
することをさらに備える。いくつかの実施形態では、装置は外部カニューレを通して挿入
され、展開することは、外部カニューレに位置決めされたアンカーを筋膜の方へ強制的に
前進させることを備える。いくつかの実施形態では、縫合糸アンカーを各ポートにおいて
別個に展開するために、単一の装置が複数の外部カニューレに挿入され、各カニューレは
異なるポートのところで位置決めされる。
【００１５】
　本発明のいくつかの実施形態の一態様によれば、腹壁への挿入のために適合された装置
を位置決めするために使用者に知覚可能なフィードバックを提供するための方法が提供さ
れ、装置は、装置の遠位端の近傍に狭窄部分を持つように形成されたシャフトを備え、こ
の方法は、腹壁を通して装置を挿入することと、腹壁の筋膜層に当接する狭窄部分の下方
に画定されたシャフトの表面によって形成された抵抗を受けるまで、装置を近位方向に引
っ張ることと、筋膜層が狭窄部分のまわりで跳ね返るように、装置を位置決めすることと
を備える。いくつかの実施形態では、装置は、アンカー展開のために適合され、方法は、
筋膜層においてアンカーを展開することをさらに備える。いくつかの実施形態では、抵抗
の増加は、近位の向いたシャフト表面が、筋膜筋膜を刺す１つまたは複数の突起を備える
ことによってもたらされる。
【００１６】
　特に定義されない限り、本明細書で使用されるあらゆる技術的および／または科学的な
用語は、本発明が関係する当業者によって通常理解される意味と同じ意味を有する。本明
細書で説明される方法および材料に類似したまたはこれに等しい方法および材料は、本発
明の実施形態の実施または試験において使用可能であるが、例示的な方法および／または
材料が以下に説明される。矛盾のある場合、特許明細書が、定義を含めて、支配（contro
l）する。さらに、材料、方法、および例は例示に過ぎず、必ずしも限定することを意図
したものではない。
【００１７】
　本発明のいくつかの実施形態が、単に例として添付の図面を参照しながら本明細書で説
明される。ここで、特に図面を詳細に参照すると、図示の細目は例に過ぎず、本発明の実
施形態の例示的な説明を目的とすることが強調される。この点に関して、図面とともにな
される説明は、当業者にとって、本発明の実施形態がどのようにして実施され得るかを明
らかにする。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの遠位部分の図。
【図２】本発明のいくつかの実施形態による、アンカー展開のためにトロカールと外部ア
センブリとを組織に挿入するための方法の流れ図。
【図３－１】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールおよび外部カニューレアセ
ンブリの動作手順を示す図。
【図３－２】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールおよび外部カニューレアセ
ンブリの動作手順を示す図。
【図３－３】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールおよび外部カニューレアセ
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ンブリの動作手順を示す図。
【図４】本発明のいくつかの実施形態による、組織との接触を増大するための突起を備え
るトロカールの遠位部分における表面の斜視図。
【図５】本発明のいくつかの実施形態による、拡張可能な葉状部構造を備えるトロカール
の遠位部分の側面図。
【図６】本発明のいくつかの実施形態による、平行アンカー展開機構を備える一体型トロ
カールおよび外部カニューレアセンブリの遠位部分の斜視図、並びにアンカーの拡大図。
【図７】本発明のいくつかの実施形態による、アーチ形アンカー展開機構を備える一体型
トロカールおよび外部カニューレアセンブリの遠位部分の側面図。
【図８】本発明のいくつかの実施形態による、複数のアンカーを備える一体型トロカール
および外部カニューレアセンブリの遠位部分の側面図。
【図９】本発明のいくつかの実施形態による、スリーブを備えるトロカールの図面、スリ
ーブの拡大斜視図及びスリーブの断面図。
【図１０】本発明のいくつかの実施形態による、アンカー展開のためのラチェットベース
アプリケータの図面。
【図１１】本発明のいくつかの実施形態による、アンカー展開のための押し出し要素に結
合されたばね要素の図、及びばねの上に位置決めされた摺動要素の拡大図。
【図１２】本発明のいくつかの実施形態による、アンカーを備える外部カニューレの図。
【図１３】本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレのヘッド部分の断面図。
【図１４】本発明のいくつかの実施形態による、一体型トロカールおよび外部カニューレ
アセンブリの図。
【図１５】本発明のいくつかの実施形態による、アンカー展開手順を示す図。
【図１６】本発明のいくつかの実施形態による、アンカーアプリケータの引き戻し中のラ
チェット機構の作動を示す断面図。
【図１７】本発明のいくつかの実施形態による、アンカーを展開するためのアンカーアプ
リケータの作動中のデバイスの遠位部分の側面図、及び断面図。
【図１８】本発明のいくつかの実施形態による、アンカーが組織内へ展開された後、外部
カニューレからのトロカールの除去の前の、デバイスの断面図。
【図１９】本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレからのトロカールの除去
を示す図、及び除去中のデバイスの断面図。
【図２０】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖デバイスを使用したアンカー展
開のための方法の流れ図。
【図２１－１】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖デバイスの動作手順を示す
図。
【図２１－２】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖デバイスの動作手順を示す
図。
【図２２】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの遠位部分の例示的な外形を
示す図。
【図２３】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトの狭窄部分の下方に
構成された表面の例示的な外形を示す図。
【図２４Ａ】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖のための、アンカーのないオ
ブチュレータの動作手順を示す図。
【図２４Ｂ】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖のための、アンカーのないオ
ブチュレータの動作手順を示す図。
【図２４Ｃ】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖のための、アンカーのないオ
ブチュレータの動作手順を示す図。
【図２４Ｄ】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖のための、アンカーのないオ
ブチュレータの動作手順を示す図。
【図２４Ｅ】本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖のための、アンカーのないオ
ブチュレータの動作手順を示す図。
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【図２５】本発明のいくつかの実施形態による、組織折りたたみ効果をもたらすような構
造にされたトロカールの遠位部分を示す図、及び組織折りたたみ効果を使用することによ
って得られる組織内のアンカーの貫通点の図。
【図２６－１】本発明のいくつかの実施形態による、組織折りたたみ効果を伴うアンカー
展開手順と、トロカールおよび外部カニューレアセンブリの例示的な構造および動作機構
とを示す図。
【図２６－２】本発明のいくつかの実施形態による、組織折りたたみ効果を伴うアンカー
展開手順と、トロカールおよび外部カニューレアセンブリの例示的な構造および動作機構
とを示す図。
【図２７】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの例示的なハンドルおよび摺
動要素を示す図。
【図２８】本発明のいくつかの実施形態による、アンカー設計を示す図。
【図２９－１】本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレとアンカーとの間の
アリ溝結合を示す図。
【図２９－２】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールと外部カニューレとの間
の例示的なアライメント構成を示す図。
【図３０】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの近位に向いた切断要素を示
す図。
【図３１】本発明のいくつかの実施形態による、近位に向いた切断要素が組織を貫通する
ためにアンカーと相互作用する例示的なアンカー展開手順を示す図。
【図３２－１】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトからある距離の
ところでアンカーを展開するために構成されたアンカー押し出し要素を示す図。
【図３２－２】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトからある距離の
ところでアンカーを展開するために構成されたアンカー押し出し要素を示す図。
【図３３】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトに対して半径方向外
側に延びるために構成された回転可能な翼のセットを備えるトロカールを示す図。
【図３４】本発明のいくつかの実施形態による、軸方向に伸長可能および圧縮可能な構造
を備えるトロカールを示す図。
【図３５－１】本発明のいくつかの実施形態による、アンカーを備える外部カニューレの
等角図。
【図３５－２】本発明のいくつかの実施形態による、縫合糸リールを備える外部カニュー
レの例示的な構成を示す図。
【図３６】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールと外部カニューレアセンブリ
とを使用してブタモデルで実行された生体内実験の写真。
【図３７】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールと外部カニューレアセンブリ
とを使用してブタモデルで実行された別の生体内実験の写真。
【図３８】本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトが狭窄部分を備えな
い、外部カニューレの中に受け入れられたトロカールの例示的な構成を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明は、そのいくつかの実施形態において、トロカールに関し、より詳細には、限定
はしないが、腹腔鏡下手技において使用するためのトロカールおよび外部カニューレアセ
ンブリに関する。
【００２０】
　本発明のいくつかの実施形態は、トロカールと外部カニューレアセンブリとを備える、
一体型トロカールおよび創傷閉鎖デバイスに関する。本発明のいくつかの実施形態は、任
意選択で外部カニューレの中に位置決め可能な、オブチュレータを備える創傷閉鎖デバイ
スに関する。
【００２１】
　本発明のいくつかの実施形態の広い態様は、創傷を閉鎖するための、組織内への、たと
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えば腹壁の筋膜組織内への、アンカーおよび／または縫合糸の展開に関する。
【００２２】
　いくつかの実施形態の一態様は、トロカールの遠位端の近傍に狭窄部を備えるトロカー
ルシャフトに関する。いくつかの実施形態では、トロカールが腹壁に挿入されると、狭窄
部分は筋膜組織層内に位置決めされる。いくつかの実施形態では、狭窄部は、筋膜組織が
そのまわりで跳ね返るのに十分な狭さである。任意選択で、狭窄部は、少なくとも部分的
に筋膜組織で満たされ得るシャフトに沿った１つまたは複数の凹部において形成される。
いくつかの実施形態では、組織は、狭窄部分によって画定された凹部を満たすように能動
的に動かされる。
【００２３】
　いくつかの実施形態では、狭窄部の断面積は、狭窄部の上方および／または下方に画定
されたシャフト部分の断面積よりも小さく、たとえば３０％小さい、５０％小さい、７０
％小さい、またはこれらの中間のパーセンテージ小さい、これらよりも高いパーセンテー
ジ小さい、もしくはこれらよりも低いパーセンテージ小さい。本明細書で言及されるとき
、断面積は、たとえばシャフトが穴または他の内腔を備える場合、合計面積を指し得る。
【００２４】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分の周囲は、狭窄部分の上方および／または下方に構
成されたシャフト部分の周囲よりも小さい。任意選択で、狭窄部分の周囲は、狭窄部分に
よって画定された１つまたは複数の空隙に筋膜が入るように十分に小さい。いくつかの実
施形態では、狭窄部分の外接形状たとえば外接円は、狭窄部分の上方および／または下方
に構成されたシャフト部分の外接形状の外周よりも短い外周を備える。
【００２５】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分は、１つまたは複数の凹部によって画定される。任
意選択で、１つまたは複数の凹部は、シャフトの壁に沿って周方向に構成され、シャフト
の少なくとも一部分に沿って、たとえばシャフトの対向するように向いた壁に、凹所を形
成する。いくつかの実施形態では、凹部は、シャフトの中心に沿って走行する長手方向軸
からある距離、たとえば０．５ｍｍ、１ｍｍ、１．５ｍｍ、３ｍｍ、５ｍｍの距離、また
は任意のこれらの中間の距離、これらよりも長い距離、もしくはこれらよりも短い距離の
ところで始められる。いくつかの実施形態では半径方向の（すなわち、シャフトの長手方
向軸の方への）、凹部の深さは、シャフトのまわりで跳ね返る筋膜組織の少なくとも一部
分を受け入れるのに十分な深さであり、たとえば、１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、４ｍｍの深
さ、または任意のこれらよりも小さい深さ、これらの中間の深さ、もしくはこれらよりも
大きい深さを有する。いくつかの実施形態では、凹部の外形は、凹部に入る筋膜の比較的
に平坦なまたはまっすぐな断片に適合するなどのように構成される。いくつかの実施形態
では、凹部は、狭窄部分の上方および／または下方に構成されたシャフトの一部分の直径
などのシャフトの有効径を満たすなどのような寸法にされる。任意選択で、たとえばシャ
フトが円筒状でない場合、凹部は、シャフトの有効アウトライン構成を満たすような寸法
とされる。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、狭窄部は、トロカールを筋膜によって腹壁内で安定させるの
に十分な狭さである。　
　いくつかの実施形態では、狭窄部に面する狭窄部の上方または下方のシャフト表面など
の、狭窄部によって画定された表面は、知覚可能なフィードバックを使用者に提供する。
任意選択で、筋膜に当接する表面の抵抗によって、フィードバックが提供される。
【００２７】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分の長さは、０．５ｍｍ、１ｍｍ、３、ｍｍ、５ｍｍ
、１ｃｍ、２ｃｍ、またはこれらの中間の厚さ、これらよりも長い厚さ、またはこれらよ
りも短い厚さなどのある厚さを有する筋膜が、狭窄部分によって画定された１つまたは複
数の空隙に少なくとも部分的に入ることを可能にするのに十分な長さである。いくつかの
実施形態では、狭窄部分の長さは、０．１～２０ｍｍ、０．１～４０ｍｍに及び、たとえ
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ば０．１～５ｍｍ、６～１０ｍｍ、０．２～０．４ｍｍ、４～７ｍｍ、１～３ｍｍ、また
はこれらの中間の範囲、これらよりも大きい範囲、もしくはこれらよりも小さい範囲に及
ぶ。いくつかの実施形態では、シャフトの狭窄部分の長さは、狭窄部分の上方および／も
しくは下方のシャフト部分から、または外部カニューレから送達されたアンカーを筋膜層
で展開させるのに十分な長さである。任意選択で、筋膜組織層内に位置決めされることに
よって、狭窄部分は、アンカー展開の場所を画定する。任意選択で、トロカールの位置決
めを制御することによって、使用者は、アンカー展開の場所を制御する、たとえば、アン
カーが確実に筋膜を貫通するまたは部分的に貫通するようにし得る。任意選択で、展開さ
れたアンカー間の距離、たとえば対向して展開された２つのアンカー間の距離が制御され
る。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、たとえばシャフトが円形の輪郭を有する場合、シャフトの狭
窄部分の直径は、狭窄部分の上方および／または下方に構成されたトロカールシャフトの
一部分の直径よりも少なくとも５０％小さい。いくつかの実施形態では、たとえばアパー
チャを切開し、任意選択でこれを拡大する、組織内に形成されたアパーチャ（すなわち創
傷）は、筋膜が狭窄部分のまわりで跳ね返るような大きさにされる。任意選択で、アパー
チャは、狭窄部分の上方および／または下方の部分などのシャフトのより広い部分の挿入
時に拡大され、狭窄部分が筋膜に位置決めされると、アパーチャに接する組織は弾力的に
跳ね返り、それによって、元の大きさにされたアパーチャに戻るまたは部分的に戻る。任
意選択で、組織の跳ね返りは、トロカールを所定の位置に安定させる。組織の跳ね返りは
、組織の弾性と関連付けられているので、跳ね返りの程度は、たとえば、患者間で変化し
得る。任意選択で、狭窄部分は、組織の跳ね返りの程度が比較的小さい患者においてです
ら、少なくとも何らかの跳ね返りが生じるように十分に狭い。追加または代替として、狭
窄部分の下方の近位に向いた表面は、跳ね返りが生じないまたはほんのわずかに生じる場
合ですら、近位に向いた表面が組織上にくっつくことによってトロカールが所定の位置に
安定されるように、組織と係合する。
【００２９】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分に向いた、狭窄部分によって画定されたシャフト表
面は、狭窄部分からの筋膜組織の除去に抵抗する。任意選択で、筋膜が狭窄部分を囲むよ
うにトロカールを位置決めすることによって、使用者は、トロカールを引っ張るまたは押
すとき抵抗の増加に直面し、この抵抗は、筋膜に当接する表面によって引き起こされる。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、抵抗は、狭窄部分の下方のトロカールシャフトの近位の向い
た表面によってもたらされる。いくつかの実施形態では、近位に向いた表面は、凹部から
離れるような、組織の半径方向外側の移動などの凹部の中に受け入れられた組織の移動を
減少または防止するために効果的な組織係合外形を備える。いくつかの実施形態では、腹
部方向に向いた近位の向いたシャフト表面と筋膜の表面との間の接触は、摩擦によって、
たとえば不連続パターンまたは連続パターン、たとえば波状表面パターンまたは摩擦を増
大するのに適した他の任意のタイプのパターンを有するなど、シャフトの表面がテキスチ
ャが付けられることによって、増大される。
【００３１】
　いくつかの実施形態では、近位の向いたシャフト表面は、たとえば１つまたは複数の突
起を筋膜組織の方へ向かせることによって、筋膜組織に少なくとも部分的に入るために適
合される。任意選択で、突起は筋膜層を指し、筋膜に隣接する腹膜も刺すおよび／または
通過してよい。いくつかの実施形態では、腹部からのトロカールの望ましくない抜去が、
シャフトの近位の向いた表面が筋膜組織に当てられることによって引き起こされる抵抗力
により防止される。いくつかの実施形態では、シャフトの近位の向いた表面は、たとえば
近位方向へのトロカールの引っ張り時に抵抗の増加をもたらすために、比較的平坦な外形
を備える。あるいは、近位の向いた表面は、角度が付けられる、傾斜させられる、半球形
にされる、または他の形状にされる。
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【００３２】
　いくつかの実施形態では、トロカールの外形は、組織内でのトロカールの現在の位置決
めを示す。たとえば、いくつかの実施形態では、外科医などの使用者は、狭窄部分の上方
および下方のより広いシャフト部分が押されて創傷を通されるので形成される抵抗力を受
けることによって、トロカールの現在の挿入深さを感知することができる。これは、トロ
カールの挿入が手探りで実行される場合（すなわち、外科医が直接的におよび／またはイ
メージングデバイスを使用して組織層を視覚的に識別することができない場合）、利点を
提供し得る。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、トロカールのシャフトは、より狭い部分が続く、遠位端部分
を備える。任意選択で、遠位端部分と狭窄部分との間の接合または変化の点は、筋膜に当
接するように構成された表面を画定する。任意選択で、狭窄部分に続いて、近位方向に、
腹部方向により深くへのトロカールの移動に抵抗するように構成された要素がある。任意
選択で、抵抗要素は、シャフトの拡幅部分またはより広い部分である。任意選択で、抵抗
要素は、たとえば筋膜に対する、トロカールの現在の位置決めに関する知覚可能な指示を
使用者に提供する。
【００３４】
　いくつかの実施形態の一態様は、アンカー展開のためのアンカー押し出し要素を備える
トロカールおよび外部カニューレアセンブリに関する。いくつかの実施形態では、アンカ
ー押し出し要素は、組織の方へおよび／または組織内へとアンカーを前進させるような形
状および／もしくは大きさにされた、ならびに／または組織の方へおよび／または組織内
へとアンカーを前進させるためにアンカーと係合するのに適した構成で位置決めされた要
素である。いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素は、たとえばアンカーが筋膜
組織に位置決めされる、たとえば筋膜層の下に位置決めされると押し出し要素を引っ込め
るばねアセンブリを利用することによって、手動でおよび／または自動的に引き込み可能
である。いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素は、トロカールシャフトの長手
方向軸と平行して構成される。あるいは、アンカー押し出し要素は、トロカールシャフト
の長手方向軸に対してある角度でアンカーを展開するために、トロカールシャフトのまわ
りでアーチ形にされ、任意選択で、展開されたアンカー間の距離を増加させる。いくつか
の実施形態では、アンカー押し出し要素は必ずしもアンカーを組織の方へ「押し出す」と
は限らず、むしろ、アンカーと係合するおよび／またはこれを前進させるだけであること
に留意されたい。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、トロカールは、たとえばポート腹部に設置された毎回異なる
外部カニューレに単一のトロカールを挿入することによって、複数の創傷を閉鎖し、各ポ
ートにおいて創傷を閉鎖するためにアンカーを展開するために、複数の外部カニューレと
ともに使用される。
【００３６】
　いくつかの実施形態の一態様は、組織内の貫通点に一時的に接近する組織折りたたみを
形成することによって互いからある距離のところでアンカーを展開するために構成された
トロカールおよび外部カニューレアセンブリに関する。いくつかの実施形態では、組織折
りたたみ効果は、トロカールシャフトに実質的に平行にアンカーを前進させることをもた
らし、しかも、トロカールシャフトからある距離のところで、および／または互いからあ
る距離のところでアンカーを展開する。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、組織は、実質的な逆Ｕ字形に圧着される。任意選択で、組織
は、たとえばアンカーによって、逆Ｕ字形の対向する基部において貫通される。いくつか
の実施形態では、組織は、トロカールの狭窄部分とアンカーとの間で、および／またはト
ロカールの狭窄部分とアンカー押し出し要素との間で、圧着される。任意選択で、貫通の
前、遠位方向へのアンカーの前進は、組織を狭窄部分に押しつけ、組織折りたたみを形成
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する。任意選択で、組織折りたたみは、対向するアンカーの前進によってトロカールシャ
フトの両側に対称的に形成される。いくつかの実施形態では、トロカールシャフトの少な
くとも一部分は、逆Ｕ字形の中心にあるように構成され、アンカーが折りたたみの反対側
まで貫通するのを潜在的に防止する。
【００３８】
　アンカーおよび／またはアンカー押し出し要素と狭窄部分との間で組織を圧着すること
の追加または代替として、トロカールの近位シャフト部分は、狭窄部分と少なくとも部分
的に位置合わせされた１つまたは複数の伸長部を備えてよく、組織がシャフト伸長部と狭
窄部分との間で圧着されることを可能にする。
【００３９】
　いくつかの実施形態の一態様は、アンカー展開がばねによって抵抗されないばね作動式
トロカール外部カニューレアセンブリに関する。使用者によって感じられる抵抗は、組織
とばねの合成抵抗とは対照的に、もっぱら組織の抵抗であるので、ばねの抵抗を受けるこ
となく組織内へとアンカーを前進させることの潜在的な利点は、トロカールを操作する医
師などの使用者に感知および／または制御の増加をもたらすことを含み得る。
【００４０】
　いくつかの実施形態では、ばねは、近位方向にアンカー押し出し要素を自動的に引っ込
め、アンカーは組織内に展開されたままである「跳ね返り」機構を提供するように位置決
めされる。
【００４１】
　いくつかの実施形態の一態様は、たとえば、３０ｍｍ、２０ｍｍ、４０ｍｍ、またはこ
れらの中間の直径、これらより大きい直径、もしくはこれらより小さい直径よりも小さい
最大直径（たとえば、トロカールシャフトを囲む外部カニューレの直径）を備えるトロカ
ールおよび外部カニューレアセンブリに関する。いくつかの実施形態では、デバイスの複
数の構成要素は、すべての構成部品を最大直径の限度内に維持する配置で互いに結合され
る。いくつかの実施形態では、デバイスの構成要素は、他の構成要素に合うように構成さ
れ、たとえば、トロカールの摺動要素は、少なくとも部分的にトロカールのハンドルの内
腔の中に受け入れられる。別の例では、外部カニューレは、アンカーの少なくとも一部分
を受け入れるような形状および／または大きさにされた１つまたは複数の凹部を備える。
任意選択で、凹部は、アンカーと外部カニューレとの間で結合するアリ溝を画定する。
【００４２】
　いくつかの実施形態の一態様は、アンカーが組織を貫通する助けとなるためにアンカー
と相互作用するように構成された１つまたは複数の近位に向いた要素を備えるトロカール
に関する。いくつかの実施形態では、近位に向いた要素は、アンカーと実質的に反対の方
向から組織と接触する。いくつかの実施形態では、近位に向いた要素は、たとえば近位に
向いた要素の縁を超えたアンカーの前進時に、組織を切断するのに適した切断縁および／
または切断先端を備える。いくつかの実施形態では、アンカーが切断縁を越えて前進させ
られると、切断要素とアンカーとの間に挟まれた組織が、はさみのような効果で切断され
る。追加または代替として、要素の切断先端は、組織を突き刺すように構成される。追加
または代替として、要素の切断先端は、組織に穴を開けるように構成される。
【００４３】
　いくつかの実施形態の一態様は、トロカールおよび外部カニューレアセンブリに関し、
外部カニューレアセンブリにおいて、外部カニューレはアンカーおよび／または縫合糸を
備え、トロカールはアンカーを組織内で展開するためにアンカーと係合するための機構を
備える。いくつかの実施形態では、アンカーと外部カニューレとの間の結合は、アンカー
の望ましくない遠位への前進を引き起こすことなく、たとえばアセンブリの「使用準備済
み」構成を得るために、カニューレへのトロカールの挿入を提供する（たとえば、デバイ
スの遠位部分の前方のアンカーの前進は、筋膜を通ってもたらされた）。いくつかの実施
形態では、アンカーは、アンカーと接触してアンカーを組織内へと前進させるために動作
中にトロカールシャフトから外部に延びるアンカー押し出し要素によって係合されるまで
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、アリ溝結合によって外部カニューレに対して所定の位置に固定される。外部カニューレ
内のアンカーから分離されるアンカー前進機構の潜在的な利点は、（たとえば、トロカー
ルを毎回異なるカニューレの中へ導入することによって）複数の外部カニューレを有する
トロカールを再使用する能力を含み得る。これは、腹腔鏡の通過を可能にするために、複
数のポートが腹部内に作製され、これらのポート内に複数の外部カニューレが位置決めさ
れる手順において特に有利なことがある。一体型アンカー前進機構を備えるトロカールの
別の潜在的な利点は、たとえばアンカー前進機構の少なくとも一部がカニューレ自体の中
に組み込まれる、外部カニューレに対する単純でコスト効率の高い構造を有する外部カニ
ューレを含み得る。外部カニューレに結合されたアンカーおよび／または縫合糸と係合す
るように構成された一体型アンカー前進機構を備えるトロカールの別の潜在的な利点は、
本発明のいくつかの実施形態によるトロカールおよびカニューレアセンブリが、アセンブ
リ内に組み込まれたアンカーおよび／または縫合糸展開機構を既に含むことを除いて、標
準的なトロカールおよびカニューレアセンブリの寸法を超えない寸法（たとえば全直径、
長さ）を備えるアセンブリを含み得る。任意選択で、アンカー押し出し要素、アンカー、
前進を作動させる摺動要素、および／またはアセンブリの境界内の他の要素などの展開機
構のすべての構成要素を有する（たとえば、カニューレから半径方向外側に突き出す構成
要素を有さない）ことによって、アセンブリの周囲は、貫通中などの組織の断裂を減少さ
せ、比較的小さい創傷を通したアセンブリの挿入を可能にするために効果的であり得る、
滑らかで丸い輪郭を備える。
【００４４】
　たとえば本明細書で説明されるトロカールならびに／またはトロカールおよび外部カニ
ューレアセンブリを使用してアンカーおよび／または縫合糸を展開する潜在的な利点は、
組織内のあらかじめ定義された制限された深さでアンカーおよび／または縫合糸を展開す
ることを含み得る。別の潜在的な利点は、狭窄部分を囲む筋膜組織によってトロカールが
安定した位置に保持され、それによって、デバイスに対して所望でない位置にアンカーを
展開するリスクを減少させながら、アンカーおよび／または縫合糸を展開することを含み
得る。別の潜在的な利点は、ハンドルの移動によるアンカーおよび／または縫合糸展開プ
ロセスに対する連続制御を含み得、これは、組織の方へアンカー押し出し要素を前進させ
るために効果的である。たとえば本明細書で説明される展開機構の別の潜在的な利点は、
使用者による動作を潜在的に単純化する、構成要素の線形的な軸方向の移動に基づく機構
を含み得る。
【００４５】
　本発明のいくつかの実施形態で言及される「トロカール」という用語は、腹壁を通る挿
入に適合された手術器具を指すことがある。いくつかの実施形態では、器具は、たとえば
組織を通って切開するおよび／または創傷を拡大するための、鋭利な遠位先端を備える。
あるいは、器具は、なまくらな先端を備える。任意選択で、器具は、シールド付きの鋭利
な先端を備える。いくつかの実施形態では、器具は、カニューレに挿入可能である。いく
つかの実施形態では、器具は、外部カニューレを展開するために外部カニューレ内に備え
られたアンカーおよび／または縫合糸と係合するように構成される。
【００４６】
　本発明のいくつかの実施形態で言及される「トロカールおよび外部カニューレアセンブ
リ」という用語は、外部カニューレの中に位置決めされたトロカールを指すことがある。
いくつかの実施形態では、トロカールおよび外部カニューレアセンブリは、一体型アンカ
ー展開機構を備える。「アセンブリ」という用語は、アセンブリの一方または両方の構成
要素を指すことがあることに留意されたい。
【００４７】
　本発明のいくつかの実施形態で言及される「オブチュレータ」という用語は、創傷閉鎖
を提供するための、腹壁を通る挿入に適合された手術器具を指すことがある。任意選択で
、器具は、既存の創傷を通って挿入される。いくつかの実施形態では、器具は、組織内で
展開するためのアンカーおよび／または縫合糸を備える。いくつかの実施形態では、器具
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は、外部カニューレを通って挿入可能である。任意選択で、オブチュレータ自体がアンカ
ーおよび／または縫合糸を備える実施形態では、外部カニューレは、アンカーおよび／ま
たは縫合糸を備えない。いくつかの実施形態では、器具は、なまくらな先端を備える。
【００４８】
　本発明のいくつかの実施形態で言及される「筋膜層」という用語は、筋膜組織、筋膜に
隣接する腹膜組織、筋膜に隣接する脂肪層、腹膜と筋膜との間の脂肪層、および／または
腹部組織の他の任意の組み合わせのうちの１つまたは複数を指すことがある。
【００４９】
　本発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、本発明は、以下の説明に記
載されるならびに／または図面および／もしくは例に図示される構造の詳細ならびに構成
要素の配置および／または方法へのその適用に必ずしも制限されないことを理解されたい
。本発明は、他の実施形態が可能であり、またはさまざまなやり方で実施もしくは実行さ
れ得る。
【００５０】
　本発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、本発明は、以下の説明に記
載されるまたは例によって例示される詳細へのその適用に必ずしも制限されないことを理
解されたい。本発明は、他の実施形態が可能であり、またはさまざまなやり方で実施もし
くは実行され得る。
【００５１】
　本発明の少なくとも１つの実施形態を詳細に説明する前に、本明細書で言及されるトロ
カールに関連するいかなる説明も、本明細書で言及される閉鎖デバイスに適用され得る、
またはその逆であることを理解されたい。
トロカールの遠位部分の一般的な説明
　次に図面を参照すると、図１は、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの遠
位部分を示す。　
　いくつかの実施形態では、トロカールはシャフト１０１を備える。いくつかの実施形態
では、シャフト１０１は、部分１０５および１０７などの狭窄部分の上方および／または
下方に画定されたシャフトの部分よりも狭い少なくとも１つの部分１０３を備える。いく
つかの実施形態では、狭窄部分１０３の断面積は、シャフト部分１０５および／または１
０７の断面積よりも小さく、たとえば３０％小さい、５０％小さい、６０％小さい、７０
％小さい、または中間のパーセンテージ、これらよりも高いパーセンテージ、もしくはこ
れらよりも低いパーセンテージ小さい。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、シャフト１０１は円筒状である。任意選択で、狭窄部分１０
３は、部分１０５および部分１０７などの狭窄部分によって画定されたシャフトの部分の
直径よりも小さい直径を有する。
【００５３】
　追加または代替として、いくつかの実施形態では、シャフト１０１は、狭窄部分を形成
する１つまたは複数の凹部を備える。任意選択で、これらの凹部は、筋膜組織を受け入れ
るための寸法にされる。いくつかの実施形態では、凹部は、シャフトのまわりで周方向に
画定される。あるいは、凹部は、たとえばシャフト円周の一部分１８０度、２７０度、ま
たはこれらの中間の度、これらよりも大きい度、またはこれらよりも小さい度を取り巻く
、シャフトの部分に沿って画定される。たとえば、２つの凹部は、シャフトの対向するよ
うに向いた壁に沿って構成され得る。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、凹部は、シャフトの中心に沿って走行する長手方向軸ＡＡ’
からある距離、たとえば０．５ｍｍ、１ｍｍ、１．５ｍｍ、３ｍｍの距離、またこれらの
中間の距離、これらよりも長い距離、もしくはこれらよりも短い距離のところで始められ
る。いくつかの実施形態では、半径方向における（すなわち、シャフトの長手方向軸に向
かって）凹部の深さは、たとえば１ｍｍ、２ｍｍ、３ｍｍ、５ｍｍの深さ、または任意の
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これらよりも小さい深さ、これらの中間の深さ、もしくはこれらよりも大きい深さを有す
る、シャフトのまわりで跳ね返る筋膜組織の少なくとも一部分を受け入れるのに十分な深
さである。任意選択で、凹部の深さは、筋膜がシャフトのまわりで跳ね返るを可能にする
ためのシャフトの一部分を狭くするが、形成された狭窄部分が、たとえばトロカールの近
位端から遠位端に力を変換するために十分な堅さのままであるように、軸ＡＡ’から凹部
の始まりまで十分な距離を残すように決定される。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、凹部の外形は、凹部に入る筋膜の比較的に平坦なまたはまっ
すぐな断片に適合するなどのように構成される。いくつかの実施形態では、狭窄部分は、
トロカールの遠位先端１０９の近位にある。たとえば、狭窄部分によって画定されたシャ
フトの近位の向いた表面１１３と遠位先端１０９の端との間の距離は、１５ｍｍ、３０ｍ
ｍ、４５ｍｍなど、５～５０ｍｍに及ぶ。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分の上方のシャフト部分１０５の壁は、たとえば１２
１で示されるように傾斜させられ、それによって、テーパ付き部分を形成する。任意選択
で、壁は、トロカールシャフトの長手方向軸に対して、たとえば３０度、６０度、７０度
などの２０～８０度の角度で傾斜させられる。傾斜させられた壁は、腹壁へのトロカール
の挿入を容易にし得る。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、遠位先端１０９は、テーパが付けられている。いくつかの実
施形態では、遠位先端１０９は、腹壁を通って創傷を穿刺するように構成された鋭利な先
端である。あるいは、先端１０９は、腹壁内の既存の創傷またはポートを通って挿入可能
な、なまくらな先端である。いくつかの実施形態では、創傷のアパーチャは、たとえばシ
ャフト部分１０５および／または１０７の直径に類似した直径を有するシャフト１０１の
直径に応じた大きさにされる。任意選択で、初期切開はトロカールシャフトによって拡大
され、したがって、アパーチャの大きさは、トロカールシャフトの断面に依存する。いく
つかの実施形態では、創傷アパーチャは、４ｍｍ、５ｍｍ、６ｍｍ、８ｍｍ、または中間
の直径、これらよりも大きな直径、もしくはこれらよりも小さい直径など、少なくとも３
ｍｍの少なくとも１つの直径を備える。あるいは、アパーチャの輪郭は円形でなく、たと
えば楕円形、方形、または他の形状である。任意選択で、アパーチャは、恣意的な形状に
された輪郭を備える。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、トロカールの少なくとも一部分が、腹壁を通って、たとえば
皮膚１１７を通って、および／または脂肪の層１１９を通って、および／または筋膜組織
層１１１を通って挿入される。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、トロカールの挿入時に筋膜組織に当接する、たとえは筋膜層
１１１の内部面に当接する、シャフト部分１０７の近位の向いた表面１１３は、少なくと
も１つの突起１１５を備える。任意選択で、突起１１５は、筋膜組織層内へとわずかに突
き出す。
【００６０】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分１０３の直径ｄは、たとえば、シャフトの部分１０
５の直径Ｄ１よりも小さい。いくつかの実施形態では、狭窄部分１０３の直径ｄは、たと
えば、シャフトの部分１０７の直径Ｄ２よりも小さい。任意選択で、直径ｄは、たとえば
、５０％、６０％、７０％、８０％、および／またはこれらの中間のパーセンテージ、こ
れらよりも大きいパーセンテージ、もしくはこれらよりも小さいパーセンテージだけ、直
径Ｄ１および／または直径Ｄ２よりも小さい。直径Ｄ１は、トロカールが挿入される外部
カニューレの直径に応じて決定されてよく、たとえば、１２～２０ｍｍにわたってよい。
いくつかの実施形態では、直径ｄは、たとえば、２～５ｍｍ、たとえば３ｍｍ、４ｍｍに
わたる。いくつかの実施形態では、直径Ｄ１は直径Ｄ２に等しい。あるいは、直径Ｄ２は
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、直径Ｄ１よりも小さく、たとえば１０％、２０％、または４０％小さい。
【００６１】
　いくつかの実施形態では、直径ｄは、腹壁へのトロカールの挿入時に、部分１０３を囲
む組織の少なくとも一部分がトロカールシャフトのまわりで跳ね返るように十分な小ささ
である。潜在的な利点は、トロカールを所定の位置に保持するために、および任意選択で
筋膜層におけるアンカー展開を可能にするために、組織の天然弾性性質を利用することを
含む。
【００６２】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分１０３の長さＬは、たとえば、２ｍｍ、５ｍｍ、７
ｍｍ、１５ｍｍ、２５ｍｍ、または任意の中間の長さ、これらよりも長い長さ、もしくは
これらよりも短い長さなどの、０．１～３０ｍｍに及ぶ。さまざまなトロカールは、異な
る長さを有する狭窄部分を備え得る。任意選択で、ある狭窄部分長を有するトロカールは
、組織内のアパーチャの大きさ、筋肉層の厚さ、および／または筋膜層の弾性などの、患
者のニーズに適したさまざまなパラメータに応じて選択される。任意選択で、本明細書で
説明されるパラメータのうちの１つまたは複数は、治療される患者の年齢と相関付けられ
る。
【００６３】
　いくつかの実施形態では、部分１０５および／または１０７が強制的に創傷を通過させ
られるおよび／または創傷から引っ込められるとき、デバイスを扱う使用者、たとえば外
科医は、創傷を通してより広いシャフト部分１０５および／または１０７を引っ張るおよ
び／または押すことによって引き起こされる抵抗力を受ける。
【００６４】
　いくつかの実施形態では、トロカールの挿入深さは、狭窄部分１０３が筋膜層によって
囲まれるように狭窄部分１０３を位置決めすることによって画定される。任意選択で、ト
ロカールの挿入深さは、アンカーがさらに展開される深さを決定する。任意選択で、展開
されるアンカーの深さは、移動の範囲に応じて決定される。いくつかの実施形態では、ア
ンカーは、筋膜創傷閉鎖が下の内臓に損傷を生じさせない深さで展開される。いくつかの
実施形態では、アンカーは、先端１０９を越えない深さで展開される。あるいは、アンカ
ーは、遠位方向に先端１０９を越える深さで展開される。
【００６５】
　トロカールの挿入中に、トロカールの外形は、使用者が挿入中にいくつかの段階で組織
内のトロカールの現在の位置（たとえば、現在の深さ）を推定することを可能にする知覚
可能なフィードバックを提供する。たとえば、狭窄部分が、部分１０３よりも大きい直径
を有する先行する部分１０７によって形成されたアパーチャを通って押されるので、使用
者は、狭窄部分１０３が筋膜層を通過するとき、より少ない抵抗力を感知する。トロカー
ルは、組織にさらに押し込まれる場合、より広い部分１０５は、筋膜１１１内のアパーチ
ャに到達すると、使用者によって感知された抵抗力を再度増加させることがあり、狭窄部
分１０３が筋膜１１１を通って十分に挿入されていることを使用者に示す。別の例では、
トロカールの位置決めを完了するために、使用者は、筋膜１１１の内面に当接する表面１
１３によって引き起こされる抵抗力を受けるまで、トロカールをわずかに引っ張り戻すこ
とができる。
【００６６】
　いくつかの実施形態では、最高３Ｎ、最高１０Ｎ、最高４０Ｎ、または任意の中間の値
の引っ張り力は、筋膜１１１を通って部分１０７を引き戻させることなく適用可能である
。任意選択で、組織からのトロカールの望ましくない抜去が防止される。
【００６７】
　使用者によって感知可能な位置決めフィードバックを提供する外形は、トロカールの挿
入および位置決めが手探りで実行される状況において利点を提供し得る。別の潜在的な利
点は、皮膚１１７と筋膜１１１との間に比較的厚い脂肪層１１９を有する患者においてす
ら、挿入の深さなどのトロカールの位置決めを制御することを含み得る。
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【００６８】
　いくつかの実施形態では、表面１１３の外形は、筋膜層に対するトロカールの除去およ
び／または移動に対する抵抗を増加させるように構成される。いくつかの実施形態では、
表面１１３は、摩擦を増加させるためにテキスチャが付けられ、たとえば波状表面パター
ンまたは他の表面パターンを有する。いくつかの実施形態では、表面１１３は、１つまた
は複数の突起１１５を備えることによって、筋膜上にくっつくように構成される。いくつ
かの実施形態では、突起１１５は周方向に配置される。いくつかの実施形態では、突起１
１５は、アレイ構成で配置され、表面１１３の上で均等に分散される。いくつかの実施形
態では、突起１１５は、表面１１３の一部分の上にのみ位置決めされ、たとえば、突起は
表面の対向する部分の上に位置決めされ、突起はドーナッツ形表面１１３の４分の１、３
分の１、もしくは半分を覆い、突起は、表面の２つの対称的な４分の１の上に位置決めさ
れる、および／または他の突起配置である。
【００６９】
　いくつかの実施形態では、トロカールシャフト１０１の少なくとも一部分は、たとえば
使用者によってシャフトの近位端に印加される押力および／または引っ張り力を移すため
に、堅い。追加または代替として、シャフト１０１は、１つまたは複数の可撓性部分を備
える。
トロカールと外部カニューレアセンブリとを腹壁に挿入するための例示的な方法
　図２は、本発明のいくつかの実施形態による、アンカー展開のためにトロカールと創傷
閉鎖デバイスとを組織に挿入するための方法の流れ図である。
【００７０】
　いくつかの実施形態では、トロカールと外部カニューレとを備えるアセンブリは、たと
えばトロカールを外部カニューレの中へと導入し、トロカールを「使用準備済み位置」に
前進させる（２００）ことによって、あらかじめ組み立てられる。任意選択で、「使用準
備済み」位置は、アンカー展開に適した構成、たとえば組織内へのアンカーの展開を可能
にするためにたとえば本明細書でさらに説明されるアンカー押し出し要素がアンカーの真
上に設置される（または、いくつかの実施形態では、少なくともアンカーの近位部分の中
へと突き出すことすら）構成でカニューレに対してトロカールが軸方向に位置合わせされ
る位置を備える。
【００７１】
　いくつかの実施形態では、トロカールの遠位部分が腹部に挿入される（２０１）。任意
選択で、トロカールの遠位先端は、たとえばブレードを備えることによって、腹壁内にポ
ートを形成する。あるいは、トロカールの遠位部分および／または外部カニューレは、既
存のポートまたは切開を通って挿入される。
【００７２】
　いくつかの実施形態では、トロカールは、トロカールシャフトの狭窄部分が筋膜組織層
を十分に通過するまで押される（たとえば、外部カニューレに対して前進される）（２０
３）。任意選択で、トロカールシャフトのより広い部分および／または拡幅部分が筋膜内
の創傷に到達するときに使用者によって感じられる抵抗の増加は、狭窄部分が十分に挿入
されたことを示す。
【００７３】
　いくつかの実施形態では、トロカールは、腹部に対して垂直方向にわずかに引き戻され
る（２０５）。任意選択で、狭窄部分によって画定されたシャフトのより広い部分の近位
の向いた表面は、腹部の方へ向いた筋膜の内面に対して支えられる。任意選択で、表面が
組織に対して止められるときに形成される抵抗の増加は、トロカールがたとえばアンカー
展開に適した場所（たとえば深さ）に位置決めされたことを使用者に示す。いくつかの実
施形態では、アンカーは筋膜組織層内で展開される（２０７）。任意選択で、トロカール
のそのような位置決めは、アンカーが、たとえば脂肪層ではなく、筋膜層内で確実に展開
されるようにする。任意選択で、トロカールのそのような位置決めは、トロカールの深さ
、たとえば皮膚に対するトロカール先端の深さは、たとえば０～１００ｍｍに及び得る、
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筋膜と皮膚との間の脂肪層の厚さに関係なく、または筋膜と皮膚との間の距離に全体的に
関係なく、アンカーの場所が画定されるアンカー展開を提供する。狭窄部分の下方に画定
されたトロカールシャフトの表面は、さまざまな厚さの腹壁および／または解剖学的構造
が治療されているときですら、筋膜に対するあらかじめ定義された場所にトロカールを置
く。
【００７４】
　いくつかの実施形態では、縫合糸アンカーは、トロカールシャフトと平行に送達される
。あるいは、アンカーは、トロカールシャフトに対してある角度で送達される。いくつか
の実施形態では、展開されたアンカー間の距離は、トロカールシャフトの直径に等しい。
あるいは、たとえばアンカーがトロカールシャフトに対してある角度で送達された場合、
展開されたアンカー間の距離はトロカールシャフトの直径よりも大きい。あるいは、展開
されたアンカー間の距離は、トロカールシャフトの直径よりも小さい。
【００７５】
　いくつかの実施形態では、アンカーが展開されると、外部カニューレは筋膜組織によっ
て囲まれるが、トロカールは、狭窄部分が腹腔内に設置されるように遠位に前進させられ
る（２０８）。
【００７６】
　いくつかの実施形態では、アンカーが展開されると、トロカールは、任意選択で外部カ
ニューレ内から除去される（２０９）。任意選択で、展開されたアンカーは、組織に対し
て一定の位置で外部カニューレを固定させる助けとなる。任意選択で、展開されたアンカ
ーはカニューレを安定させる。外部カニューレは、トロカールの除去後に組織内に残り、
手順中に使用される腹腔鏡または他の任意の道具の挿入のためにポートを提供し得る（２
１０）。
【００７７】
　いくつかの実施形態では、たとえば手順の終わりに、外部カニューレが組織から除去さ
れる（２１１）。任意選択で、アンカーに取り付けられた縫合糸は、筋膜組織層内の創傷
を閉鎖するために結び付けられる。
【００７８】
　いくつかの実施形態では、トロカールおよび外部カニューレアセンブリの挿入は、「Ｈ
ａｓｓｏｎ法」と呼ばれる、一般に使用される挿入方法に従う。この方法は、筋膜が識別
されるまで腹部を切り裂くことと、腹膜腔に入るように筋膜を切開することと、筋膜創傷
を閉鎖するために筋膜創傷の両側に少なくとも２つの縫合糸を位置決めすることとを含む
。
【００７９】
　いくつかの実施形態では、アセンブリの狭窄部分は、トロカールに対して外部カニュー
レによって画定され、たとえば、トロカールは、（たとえば、均一な円筒状シャフトとし
て形成される）狭窄部分を備えないことがあり、外部カニューレは、外部カニューレとト
ロカールとの間に狭窄部分を画定するために、トロカールに対して位置決め可能である。
【００８０】
　図３Ａ～図３Ｋは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールおよび外部カニュ
ーレアセンブリの動作手順を示す図のセットである。
【００８１】
　いくつかの実施形態では、アセンブリは、トロカール３０１（この図では、トロカール
の遠位部分のみが示されている）と、外部カニューレ３０３とを備える。
【００８２】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３Ａおよび図３Ｂに示されるように、使用者は、
ハンドル３０５を握持することによって、トロカールの遠位部分を、たとえば皮膚３０７
、脂肪３０９、および／または筋膜組織３１１の層を通して腹壁に押し通す。任意選択で
、トロカールは、たとえば外科医によってメスを使用して形成された、皮膚内のあらかじ
め作製された切開に押し通される。いくつかの実施形態では、使用者は、挿入中に、スク
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リューのようなねじ切り運動でトロカールをその長手方向軸のまわりで回転させる。トロ
カールを回転させることは、組織層を通してトロカールを前進させることを容易にし得る
。
【００８３】
　いくつかの実施形態では、アセンブリは、外部カニューレ３１５の遠位端が筋膜３１１
を通って入る、たとえば、筋膜の下方に１０～８０ｍｍの距離など、筋膜３１１の下方に
ある程度突き出すまで押される。いくつかの実施形態では、アセンブリは、トロカールシ
ャフトの狭窄部分３１７のみが筋膜３１１を通って入るまで、押される。任意選択で、筋
膜層の範囲までのアセンブリおよび／またはその一方もしくは両方の構成要素（すなわち
、トロカールおよび／またはカニューレ）の挿入は、狭窄部分および／または狭窄部分の
下方の表面によって提供される知覚可能なフィードバックによって達成可能である。追加
または代替として、筋膜層の範囲までのアセンブリの挿入は、視野下で挿入を実行するこ
とによって達成可能である。
【００８４】
　いくつかの実施形態では、たとえばアンカー展開の目的でアセンブリを位置決めするた
めに、使用者は、たとえば図３Ｃおよび図３Ｄに見られるように、アセンブリを近位方向
に（腹部から離れるように）わずかに引っ張る。任意選択で、アセンブリは、トロカール
シャフト部分３０１の近位の向いた表面３１９が筋膜３１１に当てられるまで引っ張られ
る。任意選択で、表面３１９が突起（この図には示されていない）を備える場合、引っ張
り運動は、突起を筋膜３１１にわずかに貫通させ、表面３１９と筋膜３１１との間の接触
を増大する。
【００８５】
　いくつかの実施形態では、使用者は、たとえば３２１と表示された、筋膜３１１の、表
面３１９にもたれる部分が近位方向に伸展されるように引っ張り力を増加させることによ
って、組織内のトロカールの現在の深さを検証することができる。任意選択で、組織３２
１は、狭窄部分３１７のまわりで自然に跳ね返る。任意選択で、表面３１９がテキスチャ
が付けられるおよび／または突起（この図には示されていない）を備える場合、そのよう
な増加された引っ張り力が印加されるときですら、組織３２１は狭窄部分のところで維持
される。任意選択で、使用者は、組織部分３２１の伸展によって引き起こされる抵抗の増
加を感知し、引っ張りを中止する。任意選択で、組織３２１は、アセンブリが所定の位置
に安定されるように、狭窄部分３１７を支持する。
【００８６】
　いくつかの実施形態では、アセンブリは、組織内へとアンカーを展開するために構成さ
れる。いくつかの実施形態では、アンカー３２３は、さらに詳述されるように、外部カニ
ューレ３１５の遠位部分に沿って位置決めされる。アンカー展開を開始するために、いく
つかの実施形態では、たとえば図３Ｅに見られるように、使用者は、アンカーアプリケー
タ３２７の蓋３２５を持ち上げ、アンカー押し出し要素３３１を押し下げるために適合さ
れた位置にアンカーアプリケータ３２７が到達するまでアンカーアプリケータ３２７を引
っ張り上げる。組織の方へアンカー３２３を前進させるために、たとえば図３Ｆに示され
るように、使用者は、同時にアセンブリを握り、腹部から離れるように近位方向に引っ張
りながら、蓋３２５を腹部方向に押し返す。任意選択で、筋膜３１１は、表面３１９に対
してわずかに伸展される。アンカー３２３は、たとえば筋膜３１１に対して、２ｍｍ、５
ｍｍ、１５ｍｍ、２５ｍｍなどの１～３０ｍｍの深さで、筋膜３１１の下方に解放される
。いくつかの実施形態では、アンカー展開中に、アンカーの先端は、トロカールの遠位先
端を越えて延びない。任意選択で、展開されるアンカーの深さを制限することによって、
腹部の内部臓器の損傷が防止される。
【００８７】
　いくつかの実施形態では、アンカー３２３は、縫合糸３２９、たとえばアンカー内の穴
に通された縫合糸を備える。任意選択で、縫合糸３２９は、アンカー３２３が解放される
と、外部カニューレから離れるように自由に延びる。
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【００８８】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３Ｇに示されるように、アンカー押し出し要素３
３１は、トロカールのハウジング内に戻る。任意選択で、アンカー押し出し要素は、さら
に説明されるように、たとえば、ばね機構を利用することによって、自動的に引き戻され
る。
【００８９】
　いくつかの実施形態では、使用者は、次いで、たとえば外部カニューレ３１５の遠位端
を筋膜層の下に設置するために、たとえば図３Ｈに示されるように、腹部方向（遠位方向
）にアセンブリを押し下げ、任意選択で腹膜も貫通させる。任意選択で、使用者は、外部
カニューレ３１５がその長さに沿って組織に十分に挿入されるまで押す。
【００９０】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３Ｉに示されるように、使用者は、外部カニュー
レ３１５の中からトロカールを引っ込める。任意選択で、アンカー３２３は、筋膜３１１
のところで十分に展開される。いくつかの実施形態では、縫合糸３２９の近位端は、外部
カニューレの近位端に、たとえばカニューレの近位端に取り付けられたままである。ある
いは、縫合糸３２９の近位端は自由に懸下する。いくつかの実施形態では、縫合糸３２９
は、カニューレの外部に延びる。あるいは、縫合糸３２９は、カニューレ内に延びる。
【００９１】
　いくつかの実施形態では、展開されたアンカー３２３は、たとえば縫合糸をカニューレ
の近位端と組織内に展開されたアンカーとの間に延ばさせることによって、所定の位置に
カニューレを安定させる助けとなる。
【００９２】
　いくつかの実施形態では、外部カニューレ３１５を備えるポートは、腹腔鏡などの道具
を腹部内へと通過させるために使用される。任意選択で、カニューレ３１５は、手順の終
了まで組織内に残る。
【００９３】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３Ｊに示されるように、外部カニューレが組織か
ら除去される。任意選択で、除去時、縫合糸３２９の近位端がカニューレに取り付けられ
る場合、使用者は、たとえば縫合糸を取り外すために縫合糸端を引っ張ることによって、
または縫合糸端を切断することによって、カニューレから縫合糸端を分離する。展開され
たアンカー３２３は、組織内に残る。この時点で、いくつかの実施形態では、使用者は、
縫合糸３２９を握持し、縫合糸３２９を結んで、筋膜３１１内の創傷３３１を閉鎖する。
【００９４】
　いくつかの実施形態では、２、３、４、６、または任意の中間の値、またはこれらより
多い数などの複数のアンカーが組織内で展開される。いくつかの実施形態では、単一のア
ンカーは、２、３、４、またはこれらより多い数の縫合糸などの、複数の通された縫合糸
を備える。
【００９５】
　いくつかの実施形態では、トロカール３０１のシャフトの少なくとも一部分は中空であ
り、道具を通過させるための寸法にされる。任意選択で、アセンブリは、たとえばトロカ
ールのシャフトの内腔の中を通る、ガイドワイヤ上での組織への挿入のために構成される
。
【００９６】
　いくつかの実施形態では、トロカールは、外部カニューレとは別個に使用可能である。
いくつかの実施形態では、トロカールは、腹腔鏡下手技に使用される、当技術分野で既に
知られている任意のカニューレなどの、任意のタイプのカニューレを通って挿入可能であ
る。いくつかの実施形態では、アンカーおよび／または縫合糸は、トロカールに固定式に
取り付けられ、外部カニューレには固定式に取り付けられない。
【００９７】
　いくつかの実施形態では、たとえば複数のポートが組織内に作製されるとき、単一のト
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ロカールは、複数の外部カニューレとともに使用可能である。例示的な手順は、ポートの
中に以前に位置決めされた外部カニューレにトロカールを挿入することと、たとえばアン
カー押し出し要素の上方にアンカーアプリケータを位置決めすることによってアンカー展
開を可能にする構成でトロカールをカニューレ内へとロックすることと、外部カニューレ
から組織内へとアンカーを展開することと、トロカールを引っ込めることと、異なる外部
カニューレを備える第２のポートにおいて手順を繰り返すこととを含む。　
　あるいは、いくつかの実施形態では、たとえば上記で説明されたように、第１のカニュ
ーレがトロカール上に組み付けられる。
トロカールの遠位部分のさまざまな実施形態
　図４Ａ～図４Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、組織との接触を増大するため
の突起を備えるトロカールの遠位部分の斜視図および断面図である。
【００９８】
　いくつかの実施形態では、トロカールシャフトの狭窄部分４０３によって画定されたト
ロカールの近位の向いた表面４０１は、１つまたは複数の突起４０５を備える。任意選択
で、トロカールの位置決め中に、たとえばトロカールを位置決めするためのわずかな引き
戻し中に、突起４０５は、腹部に向いた筋膜の層を刺し、任意選択で、表面４０１と筋膜
との間の接触を強化するために組織に繋留する。任意選択で、突起４０５は、トロカール
を安定させる助けとなる。
【００９９】
　いくつかの実施形態では、突起４０５は、たとえば三角形の輪郭、円錐形の輪郭、また
は他の輪郭を有する、歯として形作られる。いくつかの実施形態では、突起は、筋膜層に
向いたテーパ付き端を備える。あるいは、テーパ付き端は、表面４０１の方向に向く。い
くつかの実施形態では、突起４０５は周方向に分散され、たとえば、表面４０１の円周の
１０％、３０％、６０％、８０％、１００％、または任意の中間のパーセンテージ、これ
らよりも高いパーセンテージ、またはこれらよりも低いパーセンテージに沿って分散され
る。いくつかの実施形態では、突起４０５は、表面４０１の異なる部分の上に分散され、
たとえば、狭窄部分４０３の基部のまわりに分散される、表面４０１の半分の上に、表面
４０１の４分の１の上に、または表面の他のセクタの上に分散される。いくつかの実施形
態では、突起４０５は、表面４０１の少なくとも１０％、少なくとも４０％、少なくとも
６０％、少なくとも７５％、またはこれらの中間のパーセンテージ、これらよりも大きい
パーセンテージ、もしくはこれらよりも小さいパーセンテージを覆う。
【０１００】
　追加または代替として、シャフト表面と筋膜との間の摩擦を増加させるために、表面４
０１はテキスチャが付けられ、たとえば、波状であるおよび／または平坦でない。　
　いくつかの実施形態では、表面４０１は平面ではなく、たとえば円錐形輪郭を有する。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、遠位先端４０７は凹部１１を備える。いくつかの実施形態で
は、たとえばプラスチックまたは金属から作製されたブレードが、凹部の中に位置決めさ
れる。いくつかの実施形態では、このブレードは、遠位先端の一体化された部分である。
【０１０２】
　いくつかの実施形態では、ブレードは、腹壁層を通って前進する、たとえば半径方向外
側に創傷を拡大し、組織の断裂を最小にするために構成される。任意選択で、プラスチッ
クブレードは、そのような創傷拡大に好ましい。
【０１０３】
　いくつかの実施形態では、先端４０７は、たとえば「Ｈａｓｓｏｎ法」手順中の使用に
適したトロカール内で、組織を切断するために適合されない。そのような手順中に、外科
医は、メスまたは他の任意の切断手段を使用して皮膚を切断することがある。トロカール
は、いくつかの実施形態では、腹部組織または近くの臓器の損傷のリスクを防止し得る、
たとえば鋭利な縁のない、滑らかなおよび／またはなまくらな遠位先端を有することによ
って、「Ｈａｓｓｏｎ法」に従うことがある。
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【０１０４】
　いくつかの実施形態では、ブレードは、組織を切開するのに十分な鋭利さである。任意
選択で、ブレードは金属から作製される。いくつかの実施形態では、シャフト部分４０９
は、複数の切断ブレードが位置決め可能な複数の凹部４１１を備える。いくつかの実施形
態では、トロカールは、たとえばトロカールの挿入中に力が印加されない限り切断ブレー
ドが凹部から突き出すことを防止するためのばね付勢機構などの機構を備える。任意選択
で、この安全機構は、たとえば１つまたは複数のブレードが先端から突き出した後、遠位
先端４０７からの１つまたは複数のブレードのさらなる突出を防止するやり方で、ブレー
ドに対して遠位先端４０７の少なくとも一部分をロックするように設計される。
【０１０５】
　いくつかの実施形態では、シャフト部分４０９および／または（狭窄部分４０３の上方
の）シャフト部分４１３は、シャフトのそばに１つまたは複数の凹部４１５を備える。い
くつかの実施形態では、凹部４１５は、部分４０９および４１３に沿って長手方向に延び
、間隔またはとぎれが狭窄部分４０３のところで形成される。いくつかの実施形態では、
凹部４１５は、アンカーおよび／またはアンカー押し出し要素を受け入れるための寸法に
される。任意選択で、トロカールが外部カニューレの中に位置決めされるとき、アンカー
押し出し要素および／またはアンカーは、カニューレの内部壁とトロカールの外部壁との
間に設置される。いくつかの実施形態では、凹部４１５は、たとえば円筒状ロッドとして
形作られた、アンカー押し出し要素を受け入れるための円筒状の凹状表面を有する。
【０１０６】
　いくつかの実施形態では、凹部４１５の遠位端４１７は、トロカールの遠位端の上方に
、たとえば５ｍｍ、２ｍｍ、６ｍｍ、またはこれらの中間の距離、これらよりも長い距離
、もしくはこれらよりも短い距離トロカールの遠位端の上方に、設置される。任意選択で
、この構成は、アンカーが筋膜に対して展開される深さを画定する。任意選択で、アンカ
ーは、表面４０１とトロカールの遠位端との間で測定される長さＬに等しい深さで展開さ
れる。あるいは、アンカーは、長さＬよりも浅い、たとえば１０％、３０％、４０％、５
０％浅い、またはこれらの中間のパーセンテージ浅い、これらよりも高いパーセンテージ
浅い、もしくはこれらよりも低いパーセンテージ浅い、深さで展開される。あるいは、ア
ンカーは、長さＬよりも深い、たとえば１０％、３０％、４０％、８０％深い、またはこ
れらの中間のパーセンテージ深い、これらよりも高いパーセンテージ深い、もしくはこれ
らよりも低いパーセンテージ深い、深さで展開される。任意選択で、長さＬよりも深い深
さにおけるアンカー展開は、トロカールの遠位端を越える程度アンカー押し出し要素を押
すことによって達成される。
【０１０７】
　いくつかの実施形態では、表面４０１に対向するシャフト部分４１３の表面は、たとえ
ば周囲の狭窄部分４０３を跳ね返した組織を通ってのトロカールの滑らかな挿入を可能に
するために、たとえば図４Ｂに示されるように、円錐形の輪郭を有する。任意選択で、円
錐形輪郭は、トロカールが組織に挿入されたとき抵抗の増加を引き起こし、たとえば狭窄
部分が筋膜層に設置されていることを示す、トロカールの位置決めについての知覚可能な
指示を使用者に提供する。
【０１０８】
　図５Ａ～図５Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、拡張可能な葉状部（leaflet
）構造を備えるトロカールの遠位部分の側面図である。　
　いくつかの実施形態では、狭窄部分５０１の下方に画定されたトロカールシャフトの表
面は、葉状部構造５０３などの拡張可能な構造を備える。いくつかの実施形態では、構造
５０３は、複数の葉状部５０５を備える。いくつかの実施形態では、葉状部５０５は、シ
ャフトの表面のまわりに周方向に配置される。
【０１０９】
　いくつかの実施形態では、葉状部は、２つ以上のセグメント５０７を備える。任意選択
で、セグメント５０７間の結合は可撓性であり、あるセグメントが他のセグメントに対し
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て屈曲することを可能にする。あるいは、葉状部は単一のセグメントを備える。
【０１１０】
　いくつかの実施形態では、葉状部のセグメント５０７は、薄い平面状の外形を有し、た
とえば長方形として形作られる。
【０１１１】
　いくつかの実施形態では、葉状部構造は、２つのモードすなわち図５Ａに示される閉鎖
モードと図５Ｂに示される拡張モードに適合される。
【０１１２】
　いくつかの実施形態では、閉鎖モードにおいて、葉状部は直立位置にある。任意選択で
、このモードでは、葉状部は、トロカールの外周を越えて延びない。任意選択で、組織へ
のトロカールの挿入中、葉状部は、トロカールの滑らかな挿入を可能にするように、閉鎖
モードである。
【０１１３】
　いくつかの実施形態では、トロカールのわずかな引き戻し時に、葉状部は拡張される。
いくつかの実施形態では、拡張位置では、葉状部は、ある角度、たとえば３０度、５０度
、８０度、９０度、またはこれらの中間の角度、これらよりも大きい角度、もしくはこれ
らよりも小さい角度をセグメント５０７間で形成するように屈曲される。いくつかの実施
形態では、拡張位置では、葉状部５０５の少なくとも一部分は、トロカールの外周を越え
て延びる。任意選択で、葉状部間の屈曲は、筋膜内へと刺し得る比較的鋭利な縁５０９を
画定する。
【０１１４】
　いくつかの実施形態では、葉状部は、自動的に閉鎖モードから開放モードに変えられ、
たとえば、葉状部は、トロカールの引き戻し時に筋膜の面によって屈曲するように強制さ
れる。あるいは、いくつかの実施形態では、使用者は、たとえば葉状部に結合されたロッ
ドを使用することによって拡張を機械的に作動させることができ、葉状部を拡張するため
に使用者によって押され得るおよび／または引っ張られ得る。
【０１１５】
　いくつかの実施形態では、葉状部構造５０３は、筋膜にもたれて、引っ張り方向とは反
対方向に抵抗を生じることによって、組織からトロカールの望ましくない引き込みを防止
する。　
　いくつかの実施形態では、葉状部構造４０３は、たとえばトロカールを組織から十分に
引っ込めるために、トロカールの遠位先端の内部に置かれたばねによって開位置から閉位
置に変えられる。　
　いくつかの実施形態では、トロカール５０７の遠位先端はなまくらであり、たとえば球
形の先端である。
【０１１６】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、シャフトの狭窄部分に加えて、拡張可能な構造
および／またはなまくらな先端などの、本明細書で説明される構造的特徴のうちの少なく
ともいくつかは、創傷閉鎖デバイス（たとえば、たとえば本明細書で説明されるオブチュ
レータ）に適用可能なことがあることに留意されたい。
【０１１７】
　図６Ａ～図６Ｃは、本発明のいくつかの実施形態による、平行アンカー展開機構を備え
るトロカールおよび外部カニューレの遠位部分の斜視図と、アンカーの拡大図である。
【０１１８】
　いくつかの実施形態では、１つまたは複数のアンカー６０１は、外部カニューレ６０３
の遠位部分に位置決めされる。いくつかの実施形態では、カニューレ６０３は凹部６０５
を備え、凹部６０５の中にアンカーが位置決めされる。任意選択で、アンカーは、カニュ
ーレの外周を越えて延びないように凹部の中に位置決めされる。いくつかの実施形態では
、アンカーの内面は、トロカールシャフトの表面、たとえばシャフトの凹状部の表面と接
触する。
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【０１１９】
　いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素６０７は、アンカー６０１を組織内へ
と前進させるために使用される。任意選択で、挿入位置では、たとえば図６Ａに示される
ように、アンカー押し出し要素は、トロカールシャフトと外部カニューレとの間でアンカ
ー６０１の上方に設置され、外部から観察不可能である。
【０１２０】
　いくつかの実施形態では、アンカー展開中、アンカー押し出し要素６０７は前方に押さ
れる。任意選択で、要素６０７の遠位端は、アンカーの内腔６０９に押し込まれる。いく
つかの実施形態では、アンカー押し出し要素６０７は、円筒状ロッドとして形作られる。
任意選択で、内腔６０９は、要素６０７を受け入れるような寸法とされ、たとえば円筒状
輪郭も有する。
【０１２１】
　いくつかの実施形態では、１つまたは複数のアンカー６０１が組織内へと展開される。
任意選択で、アンカーは、トロカールの長手方向軸と平行して展開される。任意選択で、
アンカーは、トロカール遠位先端から、４ｍｍ、６ｍｍ、８ｍｍなどの３～１０ｍｍの水
平距離のところで展開される。任意選択で、対向して展開されたアンカーなどの展開され
たアンカーの先端間の距離６１１は、８ｍｍ、１２ｍｍ、１６ｍｍなどの６～２０ｍｍに
及ぶ。
【０１２２】
　いくつかの実施形態では、アンカー６０１は、たとえば図６Ｃに示されるように、組織
を貫通するために、テーパ付き端を備える。いくつかの実施形態では、アンカー６０１は
、縫合糸を通すための１つ、２つ、または複数の穴６１５を備える。任意選択で、縫合糸
を穴に通すことは、縫合糸における望ましくない結び目を防止する。
【０１２３】
　いくつかの実施形態では、アンカー６０１は、なまくらな端、たとえば丸い端を備える
。任意選択で、内腔６０９は、アンカーの両端の間に延びる。いくつかの実施形態では、
内腔６０９は、要素６０７の遠位端がアンカーの遠位端を越えて通過するようにアンカー
押し出し要素６０７を受け入れるような寸法とされる。任意選択で、たとえば説明される
構成で、押し出し要素６０７の遠位端は、アンカー６０１の前方で組織を貫通するために
、テーパが付けられている。
【０１２４】
　いくつかの実施形態では、アンカーの内腔の中を通過することの追加または代替として
、テーパ付き押し出し要素は、アンカーの横に摺動するように構成される。いくつかの実
施形態では、テーパ付き押し出し要素は、アンカーを囲むチューブとして構成される。任
意選択で、チューブの遠位端は、チューブの内腔の中に位置決めされたアンカーの前方で
組織を貫通する。
【０１２５】
　いくつかの実施形態では、アンカー６０１は、チタンまたはプラスチックなどの硬質材
料から作製される。いくつかの実施形態では、アンカー６０１は、縫合糸が結ばれ、創傷
が閉鎖されると、組織から除去される必要がないように、経時的に組織内に吸収されるた
めに適合された材料、たとえばグリコリド（ＰＧＡ）から作製される。いくつかの実施形
態では、縫合糸は、経時的に組織を分解するために適合された材料、たとえばグリコリド
（ＰＧＡ）から作製される。
【０１２６】
　図７Ａ～図７Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、アーチ形アンカー展開機構を
備えるトロカールの遠位部分の側面図である。　
　図７Ｂは、アンカー７０１がトロカールシャフト７０３に対してある角度で展開される
一実施形態を示す。いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素７０５は、シャフト
と外部カニューレ７０７との間で、シャフト７０３のまわりに巻き付けられる。任意選択
で、シャフト７０３および／またはカニューレ７０７は、押し出し要素７０５を曲がりく
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ねったパターンに導くためのアーチ形凹状部を備える。任意選択で、押し出し要素は、シ
ャフトの一部分に沿って巻き付けられる。任意選択で、押し出し要素は、シャフトの一部
分のそばに、シャフトと平行して構成される。任意選択で、押し出し要素は、シャフトの
一部分に沿って巻き付けられ、シャフトの異なる部分のそばに平行して構成される。任意
選択で、要素のアーチ形構成は、たとえばシャフトの長手方向軸に対して、アンカー７０
１とシャフト７０３との間に、たとえば１０度、３０度、６０度の角度αが形成されるよ
うに、シャフト７０３からアンカー７０１を遠ざける。
【０１２７】
　いくつかの実施形態では、アーチ形アンカー展開機構が、展開されたアンカー間の距離
を増加させる。
【０１２８】
　図８Ａ～図８Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、複数のアンカーを備えるトロ
カールおよび外部カニューレの遠位部分の側面図および斜視図である。　
　いくつかの実施形態では、アセンブリは、２つ、４つ、６つ、７つ、８つ、９つ、１２
のアンカー、または任意の中間の値のアンカー、もしくはこれらより多い数のアンカーな
どの複数のアンカー８０１を備える。いくつかの実施形態では、各アンカーは、対応する
アンカー押し出し要素８０３によって押される。あるいは、アンカー押し出し要素は、た
とえば分割された端を有することによって、複数のアンカーを押すために構成される。
【０１２９】
　いくつかの実施形態では、複数のアンカーは、たとえば複数の縫合糸の結びを用いた創
傷閉鎖を可能にするために、一緒に展開される。あるいは、２つのアンカーなどのアンカ
ーの一部分は、第１のポート場所で展開され、アンカーの一部分は第２のポート場所など
で展開される。
トロカールおよび外部カニューレアセンブリのさまざまな構成要素の説明
　図９Ａ～図９Ｃは、本発明のいくつかの実施形態による、スリーブを備えるトロカール
の図面、ならびにスリーブの拡大斜視図および断面図である。　
　いくつかの実施形態では、トロカール９０１はスリーブ９０３を備える。いくつかの実
施形態では、スリーブ９０３は、トロカールシャフトの一部分に通され、たとえばシャフ
トの狭窄部分および／または狭窄部分の上方および下方に設置されたシャフト部分を覆う
。
【０１３０】
　いくつかの実施形態では、スリーブ９０３は、たとえば挿入および引き込み手順のさま
ざまな段階でトロカールに沿ってスリーブの場所を変更することによって、トロカール９
０１の挿入および／または外部カニューレ（この図には示されていない）からの引き込み
を可能にする。
【０１３１】
　いくつかの実施形態では、スリーブ９０３は、外部カニューレ内部の位置にトロカール
９０１を空間的に方向付けるために構成される。いくつかの実施形態では、スリーブ９０
３は、外部カニューレに対してトロカールを位置合わせするための、トロカールから外側
に延びる伸長部９０５を備える。
【０１３２】
　いくつかの実施形態では、スリーブ９０３は、外部カニューレへのトロカールの挿入中
にアンカー押し出し要素の遠位端を位置合わせするための、内側に延びる伸長部９０７を
備える。
【０１３３】
　いくつかの実施形態では、スリーブ９０３は、たとえば腹腔鏡検査手順中に一般に使用
される空気および／またはＣＯ２などの気体が腹部から漏れるのを防止するために、トロ
カール９０１と外部カニューレとの間の空間を密閉するために適合される。
【０１３４】
　いくつかの実施形態では、スリーブ９０３は、歯要素９０９を備える。いくつかの実施
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形態では、歯９０９は、トロカールシャフトの方へ内部に向いた突出部および／またはカ
ニューレの方へ外部に向いた突出部などの突出部のセットを備える。任意選択で、１つの
突出部は、たとえば外部カニューレに対するトロカールの移動を可能にするために内部へ
押されることによって、トロカールの挿入および／または引き込みのために利用される。
第２の、対向するように向いた突出部は、外部カニューレからのトロカールの除去中、ト
ロカールがスリーブをトロカールとカニューレとの間のその上部位置から「回収する」よ
うに、トロカールの引き込み中にトロカールに留めるために利用され得る。
【０１３５】
　図１０は、本発明のいくつかの実施形態による、アンカー展開のためのラチェットベー
スアプリケータの図である。　
　いくつかの実施形態では、アンカーアプリケータ１００１は、トロカール内に位置決め
される。いくつかの実施形態では、アンカーアプリケータは、ハンドル１００３と、シャ
フト１００５と、歯１００７および／または歯１００９のセットを備える遠位部分とを備
える。
【０１３６】
　いくつかの実施形態では、ハンドル１００３は、アンカー展開を作動するために、トロ
カールから近位方向に引っ張られ、次いで、下方に押し戻され得る。
【０１３７】
　いくつかの実施形態では、シャフト１００５は、歯付き縁１０１１を備える。任意選択
で、本明細書でさらに説明されるように、縁１０１１は、トロカールシャフトの内表面上
に構成されたレバー（この図には示されていない）とともに、ラチェットアセンブリを備
える。
【０１３８】
　いくつかの実施形態では、歯の上側セット１００７は、摺動要素（この図には示されて
いない）内へとロックするために構成され、摺動要素は、ハンドル１００３が押し下げら
れるとき、アンカー押し出し要素を前方に押す。
【０１３９】
　いくつかの実施形態では、歯の下側セット１００９は、押し出し要素をトロカール内へ
と引っ込めるための摺動解放機構を提供する。任意選択で、歯１００９は、トロカールシ
ャフトの内腔の中へと戻され、たとえば互いに近づく。任意選択で、そのような移動はさ
らに、歯１００７を互いに近づけ、それによって、摺動要素のロッキングを解除する。
【０１４０】
　図１１Ａ～図１１Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、アンカー展開のための押
し出し要素に結合されたばね要素の図、およびばねの上に位置決めされた摺動要素の拡大
図である。
【０１４１】
　いくつかの実施形態では、ばね１１０１は、トロカールシャフトの内腔の中に位置決め
される。いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素１１０３は、たとえばアンカー
（この図には示されていない）の真上に、ばねのそばに位置決めされる。いくつかの実施
形態では、図１１Ｂにおいて拡大図に示される摺動要素１１０５は、近位端においてばね
に取り付けられる。
【０１４２】
　いくつかの実施形態では、アンカーアプリケータの歯、たとえば上記で説明された歯１
００７は、たとえばアンカー展開を作動するためにアンカーアプリケータが押し下げられ
るとき、摺動要素１１０３の表面１１０５に対して押される。摺動要素１１０３は、今度
は、摺動要素１１０３に取り付けられたアンカー押し出し要素１１０３をさらに押し下げ
、アンカーを組織の方へ前進させる。
【０１４３】
　いくつかの実施形態では、アンカーアプリケータがその範囲で押され、アンカーが展開
されると、たとえば上記で説明された歯１００９などの歯がトロカールシャフトの内腔に
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押し込まれ、圧縮ばね１１０１がその元の位置に自動的に戻され、アンカー押し出し要素
１１０３の高さ（ｅｌｅｖａｔｉｏｎ）をトロカールシャフトの内腔の中に戻させる。
【０１４４】
　図１２は、本発明のいくつかの実施形態による、アンカーを備える外部カニューレの図
である。
【０１４５】
　いくつかの実施形態では、カニューレの近位端におけるヘッド部分は、トロカールおよ
び／または他の手術器具がカニューレに導入される挿入穴１２０１を備える。いくつかの
実施形態では、ヘッド部分は、たとえばＣＯ２挿入を調節するための、弁１２０３を備え
る。
【０１４６】
　いくつかの実施形態では、カニューレの少なくとも一部分は、滑り防止突出部１２０５
を備える。　
　いくつかの実施形態では、１つまたは複数のアンカー１２０７は、外部カニューレの遠
位部分に、たとえば本明細書で説明される凹部に、位置決めされる。
【０１４７】
　図１３は、本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレのヘッド部分の断面図
である。　
　いくつかの実施形態では、スリーブによって囲まれたトロカールが外部カニューレに挿
入されるとき、トロカールのスリーブ被覆部分の外周は、カニューレの内腔１３０１の外
周よりも大きい。任意選択で、表面１３０３に到達すると、たとえば先に示されるスリー
ブの外側に向いた伸長部は、スリーブが上側位置に維持され、トロカールとカニューレと
の間の空間を密閉するように、カニューレの突出部１３０５に引っかかる。任意選択で、
トロカールと外部カニューレとの間の密閉は、スリーブ以外の手段によって提供され、た
とえば環状帯（ｏリングなど）が、トロカールシャフトに沿って１つまたは複数の場所に
おいて使用され得る。
【０１４８】
　図１４は、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールおよび外部カニューレアセ
ンブリの図である。　
　いくつかの実施形態では、アセンブリの近位部分は、トロカールハンドル１４０１を備
える。いくつかの実施形態では、トロカールシャフトの内腔の内部に設置されたアンカー
アプリケータ１４０３の引き込み可能で押すことが可能なハンドルは、ハンドル１４０１
内に構成される。いくつかの実施形態では、ハンドルのいずれも、たとえばハンドルの握
持を容易にするために、表面１４１１などの滑り防止表面を備える。
【０１４９】
　いくつかの実施形態では、トロカールは、ハンドル１４０１および１４０３がカニュー
レの蓋１４０５の上方に位置決めされるように、外部カニューレに挿入される。
【０１５０】
　いくつかの実施形態では、たとえば狭窄部分１４０７と先端１４０９とを備えるトロカ
ールの遠位部分は、外部カニューレの遠位開口から外部に突き出す。
【０１５１】
　いくつかの実施形態では、アンカーアプリケータは、たとえばアセンブリをガイドワイ
ヤの上に挿入するために、カニューレ処置される。追加または代替として、アンカーアプ
リケータを囲むトロカールハンドルがカニューレ処置され、たとえば、ふさがれていない
、トロカールシャフト内の内腔をもたらす。
例示的なアンカー展開手順
　以下の説明では、図１６～図１８は、図１５に示される図のセットに対応する、例示的
なアンカー展開手順の段階の各々について説明する。　
　図１５Ａに対応する図１６Ａ～図１６Ｃは、いくつかの実施形態による、アンカーアプ
リケータの引き戻し中のラチェット機構の作動を示す断面図である。　
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　いくつかの実施形態では、アンカー展開手順を開始するために、使用者は、アンカーア
プリケータ１６０１のハンドル１６０３を引っ張り戻す。引っ張り戻し中、レバー１６０
５がアンカーアプリケータの歯付き縁１６０７から離れて維持され、ラチェットアセンブ
リを離すので、アプリケータは自由に持ち上げられる。アプリケータ１６０１が持ち上げ
られると、アプリケータ１６０１は、その歯１６０９の上側セットが摺動要素１６１１の
表面（図１６Ｃに示される）に対してロックされる位置に到達する。
【０１５２】
　任意選択で、巻き上げられる（ｃｏｃｋｅｄ）段階で、摺動要素１６１１は、アンカー
押し出し要素を前進させるために適した所定の位置においてアンカー押し出し要素の上方
に位置決めされ、アンカー押し出し要素は、組織の方へアンカーを送達する。
【０１５３】
　図１５Ｂに対応する図１７Ａ～図１７Ｄは、本発明のいくつかの実施形態によれば、ア
ンカーを展開するための、アンカーアプリケータの作動中の遠位部分の側面図（Ａ～Ｂ）
およびアセンブリの断面図（Ｃ～Ｄ）である。
【０１５４】
　いくつかの実施形態では、たとえば図１７Ａおよび１７Ｃに示されるアセンブリの巻き
上げられる段階は、歯１６０９が摺動要素１６１１の表面上にロックされるように位置決
めされたアンカーアプリケータ１６０１を備え、摺動要素の遠位縁は、ばね１７０１のそ
ばに位置決めされたアンカー押し出し要素１７０３の上方に構成される。
【０１５５】
　いくつかの実施形態では、使用者がアプリケータ１６０１のハンドルを押すと、図１５
Ｂに示されるように、アプリケータの歯付き縁１６０７がレバー１６０５を打ち、単一の
方向へのアプリケータの移動を可能にし、反対方向への移動を制限する。いくつかの実施
形態では、アプリケータ１６０１の持ち上げは、たとえばアンカー展開中のアプリケータ
の引き戻しを防止するために、ラチェットアセンブリによって防止され、さらなる安全性
を提供する。
【０１５６】
　いくつかの実施形態では、デバイスの現在の動作モードを示すフィードバック、たとえ
ば触覚フィードバック（ハンドルを引っ張ることおよび／または前進させることに対する
抵抗などによって）、可聴フィードバック（互いに対して移動されている構成要素のクリ
ック音を鳴らすことなどによって）、視覚フィードバック（前進の範囲を示すハンドル上
のマークを拡大縮小することなどによって）が、医師などの使用者に提供される。一例で
は、アプリケータが前方に前進させられるとき、縁１６０７の歯に対してレバー１６０５
のクリック音を鳴らすことがなされ、アンカー１７０５が現在前方に押されていることを
使用者に示す。いくつかの実施形態では、ばね１７０１が圧縮される。
【０１５７】
　アプリケータ１６０１が、たとえば図１７Ｂおよび図１７Ｄに示される最低限度まで押
されたとき、アンカー１７０５は、たとえば筋膜層の、組織内へと貫通する。いくつかの
実施形態では、歯の下側セット１７０７は、トロカールシャフト内の内腔に押し込まれ、
摺動要素１６１１が自由に（摺動要素の外部に位置決めされた）トロカールシャフトを通
って後退するように直径を減少させる。
【０１５８】
　いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素１７０３は、たとえば圧縮ばね１７０
１の弾性力を利用することによって、トロカールシャフトの内腔へと自動的に押し戻され
る。いくつかの実施形態では、摺動要素１６１１は、ばね１７０１によって押し戻され、
アンカー押し出し要素１７０３を上げる。任意選択で、押し出し要素１７０３の遠位端は
、組織内に現在展開されているアンカー１７０５を離す。
【０１５９】
　あるいは、いくつかの実施形態では、使用者は、ラチェット機構を解放するおよび／ま
たは単にアプリケータを引っ張り戻すために、たとえばアプリケータをたとえば５０度、
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７０度、または９０度回転させることによって、アンカー押し出し要素の復帰を機械的に
作動することができる。
【０１６０】
　図１５Ｃに対応する図１８は、アンカーが組織内へと展開され、摺動要素１６１１が引
っ込められたアセンブリの断面図である。本発明のいくつかの実施形態による、外部カニ
ューレからのトロカールの除去の前のアセンブリが示されている。
【０１６１】
　いくつかの実施形態では、外部カニューレからのトロカールの除去の前のアセンブリの
構成は、レバー１６０５（この図には示されていない）が歯付き縁１６０７から遠ざけら
れるように、その上側の元の位置に設置された摺動要素１６１１を含む。いくつかの実施
形態では、歯の下側セット１７０７がトロカールの内腔に押し込まれる。
【０１６２】
　図１９Ａ～図１９Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレからのト
ロカールの除去を示す図（Ａ）および除去中のアセンブリの断面図（Ｂ）である。　
　いくつかの実施形態では、トロカール１９０１は、外部カニューレ１９０３から引っ込
められる。いくつかの実施形態では、トロカールが持ち上げられると、たとえば図９に説
明されたスリーブ上の突出部１９０５は、引き込み中にトロカールにくっつく。任意選択
で、突出部１９０５のくっつきは、トロカールの狭窄部分１９０７がスリーブに到達した
ときのみ可能である。任意選択で、除去されたトロカール１９０１は、その元の位置に戻
って構成されたスリーブと、周囲の狭窄部分１９０７と、狭窄部分の上方および／または
下方に構成されたトロカールシャフトの部分とを備える。
【０１６３】
　図２０は、本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレの中に位置決め可能な
オブチュレータを備える創傷閉鎖デバイスを使用したアンカー展開のための方法の流れ図
である。　
　いくつかの実施形態では、オブチュレータは細長いシャフトを備え、シャフトの遠位部
分は、狭窄部分の上方および下方に構成されたシャフトの部分の直径よりも小さい直径を
有する狭窄部分を備える。
【０１６４】
　いくつかの実施形態では、狭窄部分の下方に画定されたシャフトの近位の面する表面は
、腹部に面する筋膜組織層の表面に当接するように構成される。いくつかの実施形態では
、狭窄部分によって画定されたシャフト部分の表面は、１つまたは複数の突起を備える。
いくつかの実施形態では、表面は、テキスチャが付けられる。いくつかの実施形態では、
表面は拡張可能な構造を備える。
【０１６５】
　いくつかの実施形態では、オブチュレータは、なまくらな遠位先端を備え、たとえば丸
い先端である。　
　いくつかの実施形態では、オブチュレータは、オブチュレータシャフトのそばに位置決
めされた１つまたは複数のアンカーを備える。任意選択で、アンカーは、平行な凹部の中
に位置決めされる。追加または代替として、アンカーは、アーチ形凹部の中に位置決めさ
れる。いくつかの実施形態では、オブチュレータは、たとえばアンカーの上方に構成され
た、アンカー押し出し要素を備える。いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素は
、オブチュレータの長手方向軸と平行な凹部の中に位置決めされる。あるいは、アンカー
押し出し要素は、オブチュレータシャフトのまわりでらせん状にねじれた凹部の中に位置
決めされる。
【０１６６】
　いくつかの実施形態では、縫合糸は、アンカーに通される。任意選択で、縫合糸の自由
端は、外部カニューレ内に延び、たとえばオブチュレータのハンドルに近位端において接
続される。
【０１６７】
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　いくつかの実施形態では、オブチュレータの遠位部分は、腹壁内のポートに挿入される
（２００１）。任意選択で、オブチュレータは、カニューレ、たとえば組織内で既に位置
決めされたカニューレを通って挿入される。あるいは、オブチュレータは、残りの創傷を
閉鎖するために、たとえばポートからカニューレが除去された後、組織に直接挿入される
。
【０１６８】
　いくつかの実施形態では、オブチュレータは、オブチュレータシャフトの狭窄部分が筋
膜組織層に十分に挿入されるまで押される（２００３）。任意選択で、使用者は、狭窄部
分の上方のより広い（または拡幅）部分が筋膜内の切開部を通って押されるとき形成され
る抵抗力を受けることによって、狭窄部分が十分に挿入されたことを感知する。
【０１６９】
　いくつかの実施形態では、使用者は、狭窄部分の下方に構成されたシャフトの近位の向
いた表面が筋膜層に当てられるまで、オブチュレータをわずかに引っ張り戻す（２００５
）。任意選択で、表面上の突起は筋膜を刺し、オブチュレータと組織との間の接触を増大
する。筋膜組織に当接する表面の潜在的な利点は、オブチュレータの望ましくない除去を
防止することを含む。
【０１７０】
　いくつかの実施形態では、縫合糸アンカーは、組織、たとえば筋膜の中へと展開される
（２００７）。いくつかの実施形態では、縫合糸は、オブチュレータの近位端において蓋
を上げ、アンカー押し出し要素を前進させるためにこの蓋を押し下げ、これによってアン
カーを組織に押し込むことによって展開される。任意選択で、オブチュレータは、たとえ
ばトロカールならびに／またはトロカールおよび外部カニューレアセンブリに関して本明
細書で説明されるアンカー展開機構を備える。
【０１７１】
　いくつかの実施形態では、オブチュレータは組織から除去される（２００９）。任意選
択で、外部カニューレが、組織から除去される。いくつかの実施形態では、縫合糸端は、
創傷を閉鎖するために結ばれる（２０１１）。
【０１７２】
　図２１Ａ～図２１Ｈは、本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖デバイスの動作
手順を示す図のセットである。
【０１７３】
　図２１Ａは、腹部ポートに位置決めされたカニューレ２１０１を示す。任意選択で、カ
ニューレは、腹腔鏡下手技全体を通して、たとえば腹腔鏡の挿入のために、使用されてい
る。図２１Ｂは、カニューレ２１０１を通って挿入されているオブチュレータ２１０３を
示す。図２１Ｃは、狭窄部分２１０５が筋膜組織層２１０７によって囲まれ、筋膜組織層
２１０７が、任意選択で、狭窄部分２１０５のまわりに跳ね返されるように、組織内に位
置決めされているオブチュレータ２１０３を示す。いくつかの実施形態では、拡張可能な
葉状部構造２１０９は、この図ではその開位置で示される、筋膜に向いたオブチュレータ
シャフトの表面上に位置決めされる。
【０１７４】
　いくつかの実施形態では、使用者は、アンカー展開を開始するために、オブチュレータ
２１０３の近位端上に位置決めされた蓋２１１１を引っ張り戻す。いくつかの実施形態で
は、蓋２１１１が下方に押し戻されるとき、この図ではオブチュレータシャフトのまわり
のらせん状凹部の中に示されるアンカー押し出し要素２１１３は、アンカー２１１５を組
織に押し込むためにアンカー２１１５の方へ押される。図２１Ｄは、たとえば筋膜２１０
７の上方に、これを通して、および／またはこの真下に、筋膜２１０７に展開されたアン
カー２１１５を示す。任意選択で、縫合糸２１１７は、カニューレ２１０１内に延びる。
【０１７５】
　いくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素２１１３は、オブチュレータシャフト
の内腔の中へと引っ込められ、たとえば、ばねを用いて自動的に引っ込められる。図２１
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Ｅは、オブチュレータシャフトの内腔の中のアンカー押し出し要素２１１３と、任意選択
で組織からのオブチュレータの除去に備えた、その閉位置にある拡張可能な葉状部構造２
１０９とを示す。
【０１７６】
　図２１Ｆにおいて、オブチュレータは、組織内にやや深く押し戻される。任意選択で、
オブチュレータをやや深く押すことによって、拡張可能な葉状部構造の閉鎖が確実にされ
る。任意選択で、オブチュレータをやや深く押すことによって、縫合糸２１１７の近位端
は、オブチュレータ２１０３の近位端および／またはカニューレ２１０１を離す。
【０１７７】
　いくつかの実施形態では、たとえば図２１Ｇに示されるように、オブチュレータ２１０
３は、カニューレ２１０１から除去される。任意選択で、縫合糸２１１７の自由端は、カ
ニューレの挿入穴２１１９から外部に延びる。
【０１７８】
　図２１Ｈは、カニューレ２１０１の除去を示す。任意選択で、たとえば、縫合糸端がカ
ニューレの近位端に取り付けられたままの場合、カニューレの除去は、縫合糸を引き寄せ
、組織へのアンカー２１１５の固定を強化し得る。任意選択で、縫合糸は、カニューレが
除去された後、創傷を閉鎖するために結ばれる。あるいは、縫合糸は、カニューレを通っ
て結ばれ、その後のみ、カニューレが除去される。
トロカールの遠位部分の例示的な外形
　図２２は、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの遠位部分の例示的な外形
を示す。いくつかの実施形態では、トロカールシャフト２２０３内の１つまたは複数の凹
部２２０１は狭窄部分を形成する。任意選択で、たとえばこの図に示されるように、凹部
は、方形の輪郭を備える。この図は、凹部に入る筋膜組織によって囲まれるように、凹部
の間にシャフトの「壁」２２０５を形成する、互いから対向する２つの方形の凹部を示す
。
【０１７９】
　いくつかの実施形態では、たとえばバー２２１１によって示される、半径方向における
凹部の深さは、筋膜組織が少なくとも部分的に凹部に入ることを可能にするのに十分な大
きさである。凹部の深さは、本明細書で言及されるとき、狭窄部分の下方に構成された部
分２２１３または狭窄部分の上方に構成された部分２２１５などのシャフトのより広い部
分の仮想継続部と狭窄部分の場所におけるシャフトの表面２２１７との間に延び得る。任
意選択で、凹部の深さは、１ｍｍ、２ｍｍ、３．５ｍｍ、または任意のこれらよりも小さ
い距離、これらよりも大きい距離、もしくはこれらの中間の距離など、０．１～５ｍｍに
及ぶ。
【０１８０】
　「壁」２２０５として形成された狭窄部分の幅は、シャフトの長手方向軸ＡＡ’からの
、表面２２１７および表面２２２１などの壁２２０５の対向する面の合計距離と呼ばれ得
る。任意選択で、表面２２１７とシャフトの軸ＡＡ’との間で測定された距離２２２３は
、０．５ｍｍ、１ｍｍ、３ｍｍなど、０．３～５ｍｍに及ぶ。
【０１８１】
　いくつかの実施形態では、スロット２２０７は、トロカールの遠位先端２２０９の近傍
に構成される。任意選択で、スロットは、トロカールの断面に沿って延び、たとえば、シ
ャフトの反対側まで延びる。いくつかの実施形態では、スロットは、ブレードを受け入れ
るように構成される。任意選択で、スロットの方向は、「壁」２２０５の方向と一致する
。いくつかの実施形態では、シャフト部分２２１５は、１つまたは複数の凹部に面するテ
ーパ付き表面２２１９を備える。
トロカールシャフトの狭窄部分の下方に構成された表面の例示的な外形
　図２３は、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトの狭窄部分の下方
に画定された表面の例示的な外形を示す。いくつかの実施形態では、表面２３０１は、１
つまたは複数の内腔２３０５を備える。任意選択で、内腔の開口は近位方向に向く。任意
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選択で、トロカールの位置決め中、たとえばトロカールが近位方向にわずかに引っ張り上
げられるとき、筋膜層の少なくとも一部分は、内腔のうちの１つまたは複数に押し込まれ
、たとえばトロカールシャフトにわずかに入る。組織が内腔に少なくとも部分的に押し込
まれることの潜在的な利点は、たとえばアンカー展開中にトロカールを安定させる助けと
なる、表面２３０１と筋膜層との間の接触の増大を含む。いくつかの実施形態では、内腔
２３０５は、表面２３０１の一部分、たとえば表面２３０１の２０％、４０％、７０％、
８５％、またはこれらの中間のパーセンテージ、これらよりも高いパーセンテージ、もし
くはこれらよりも低いパーセンテージを備える。内腔は、扇形、リング、小さい円形の穴
、または他の任意の構成として形作られてよい。いくつかの実施形態では、遠位部分など
のトロカールの少なくとも一部分は、成形技法を使用して形成され、内腔は、所望の内腔
パターンを有する型を使用することによって形成される。
創傷閉鎖のための、アンカーのないオブチュレータ
　図２４Ａ～図２４Ｅは、本発明のいくつかの実施形態による、創傷閉鎖のための、アン
カーのないオブチュレータの動作手順を示す図のセットである。
【０１８２】
　いくつかの実施形態では、オブチュレータのシャフト２４０２の遠位部分２４０１は、
それぞれ部分２４０５および部分２４０７などの狭窄部分の上方および下方に構成された
シャフトの一部分の直径よりも小さい直径を有する狭窄部分２４０３を備える。いくつか
の実施形態では、狭窄部分によって画定されたシャフト部分２４０７の近位の向いた表面
２４０６は、たとえば１つまたは複数の突起２４１１を備える、筋膜２４０９の表面に当
接するために適合される。
【０１８３】
　さまざまな実施形態は、たとえば楕円形または創傷２４２３を通る挿入に適した他の任
意の構成を有する、さまざまな断面のシャフトを備え得る。
【０１８４】
　いくつかの実施形態では、オブチュレータは、１つまたは複数の針２４１２を備える。
任意選択で、これらの針は、シャフト部分２４０７の表面内および／または表面に位置決
めされる。たとえば、いくつかの実施形態では、針２４１２は、シャフト２４０２内に位
置決めされた三叉形構造２４１３に取り付けられる。いくつかの実施形態では、構造２４
１３の中心部分２４１５は、近位方向で長手方向に延び、たとえば狭窄部分２４０３を越
えて延びる。任意選択で、部分２４１５は、使用者による操作を可能にするために、オブ
チュレータの近位端に到達するようにシャフト２４０２を最後まで通って延びる。
【０１８５】
　いくつかの実施形態では、構造２４１３の側面部分２４１７は、シャフト部分２４０７
の中に延びる。任意選択で、針２４１２は、部分２４１７の近位端に除去可能に取り付け
られ、たとえば、針の鋭利な先端は近位方向に向く。
【０１８６】
　いくつかの実施形態では、針２４１２に、１つまたは複数の縫合糸２４１９が通される
。任意選択で、縫合糸の長さは、両方の針の間にわたる。いくつかの実施形態では、縫合
糸２４１９は、シャフトの部分２４２７の中に収容される。任意選択で、縫合糸２４１９
は、部分２４２７の中に適合して（compatibly）詰められるように折りたたまれる。追加
または代替として、部分２４２７は、縫合糸を受け入れるための溝を備えてよい。この溝
は、シャフト部分２４２７の内部に構成されてもよいし、シャフト２４２７の表面の外部
に構成されてもよいし、それらの組み合わせであってもよい。いくつかの実施形態では、
たとえば、部分２４２７が、ブレードおよび／またはブレードを受け入れるための凹部を
備える場合、縫合糸２４１９は、シャフトのより近位の部分に収容され得る。
【０１８７】
　いくつかの実施形態では、縫合糸２４１９は、１本の糸が撚り合わされた（single str
anded）縫合糸である。あるいは、縫合糸２４１９は、２本の糸が撚り合わされた（doubl
e stranded）縫合糸である。任意選択で、縫合糸２４１９は、針２４１２と係合するため
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のループ２４２９を持つように形成される。
【０１８８】
　いくつかの実施形態では、シャフト部分２４０５は、たとえばさらに示されるように、
針２４１２および／または部分２４１７を受け入れるための１つまたは複数の凹部２４２
１を備える。
【０１８９】
　いくつかの実施形態では、図示のように、たとえば図２４Ａでは、オブチュレータは腹
壁に挿入され、筋膜組織２４０９が狭窄部分２４０３を囲むように位置決めされる。任意
選択で、表面２４０６は、筋膜２４０９の遠位の向いた表面に当接するが、突起２４１１
は、接触を増大するために筋膜を刺し得る。
【０１９０】
　いくつかの実施形態では、図示のように、たとえば図２４Ｂでは、三叉構造２４１３は
近位方向に引っ張られ、針２４１２を近位方向に筋膜２４０９に貫通させる。いくつかの
実施形態では、針２４１２は筋膜２４０９から出て、シャフト部分２４０５内の凹部２４
２１に入る。縫合糸２４１９は、針２４１２によって筋膜２４０９を通って近位方向に引
っ張られる。任意選択で、針２４１２は、たとえば筋膜の貫通中に、その長手方向軸のま
わりで回転するために構成される。回転する針の潜在的な利点は、筋膜への針の貫通を容
易にすることを含む。任意選択で、回転は、針が筋膜内へとまたはこれを通って押され、
（たとえば、留め金または縫合糸の一部分を拘束するのに適した他の手段による）摩擦な
どの力が、縫合糸に沿った任意の場所で縫合糸の連続部分に印加されるとき、縫合糸の巻
き付けが、針が前進するにつれて針を回転させるように、針に縫合糸を巻き付けることに
よって得られる。
【０１９１】
　いくつかの実施形態では、図示のように、たとえば図２４Ｃでは、三叉構造２４１３は
遠位方向に押され、任意選択で、シャフト部分２４０７の中のその元の位置に戻る。針２
４１２は凹部２４２１の中にあるままであり、たとえば、留め金、ピン、フック、または
針と凹部壁との間の結合を維持するのに適した他の手段によって捕らえられる。いくつか
の実施形態では、凹部２４２１は、たとえば針が凹部に入ったとき針と係合するための、
１つまたは複数の切欠き２４２５を備える。任意選択で、凹部と針との間の係合は摩擦係
合である。
【０１９２】
　いくつかの実施形態では、図示のように、たとえば図２４Ｄでは、シャフト部分２４０
５は、部分２４０７と係合するために、筋膜２４０９に押し通される。任意選択で、側面
部分２４１７は、少なくとも一部は（たとえば近位端）、凹部２４２１に入る。任意選択
で、縫合糸２４１９は、たとえば縫合糸２４１９の端で、部分２４０７と係合するために
部分２４０５を押すことによって、筋膜２４０９と２回目に、このときは遠位方向に、交
差するように、針２４１２に取り付けられたままである。
【０１９３】
　いくつかの実施形態では、オブチュレータは、任意選択で、部分２４０５が部分２４０
７と係合するその「コンパクトな」構成において、腹部から除去される近位方向に引っ張
られる。縫合糸２４１９の端は、オブチュレータの除去時に針２４１２から離れるように
摺動してもよいし、および／または針から切断されてもよいし、および／または縫合糸を
切り離すのに適した他の手段によって針から分離されてもよい。
【０１９４】
　いくつかの実施形態では、図示のように、たとえば図２４Ｅでは、縫合糸２４１９は筋
膜２４０９に取り付けられたままである。任意選択で、縫合糸２４０９（または、２本以
上の縫合糸）の端は、創傷２４２３の両側から延びる。いくつかの実施形態では、端は、
創傷を閉鎖するために結ばれる。
【０１９５】
　たとえば上記で説明されたような、アンカーのないオブチュレータを用いて縫合糸を展
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開することの潜在的な利点は、組織内に残っているアンカーおよび／または針などの閉鎖
支援要素の展開を回避することを含む。たとえば、説明されたオブチュレータでは、針は
、オブチュレータとともに除去され、筋膜の場所に位置決めされた縫合糸のみを残す。
【０１９６】
　図２５Ａ～図２５Ｄは、本発明のいくつかの実施形態による、組織折りたたみ効果をも
たらすような構造にされたトロカールの遠位部分（２５Ａ、２５Ｂ）と、組織折りたたみ
効果を使用することによって得られる組織内のアンカーの貫通点の図（２５Ｃ、２５Ｄ）
を示す。
【０１９７】
　いくつかの実施形態では、トロカールの遠位部分の外形は、筋膜への貫通時に組織折り
たたみ効果を生じるのに適している。本明細書で示される例示的な構成では、図２５Ａに
示されるトロカールの狭窄部分２５０１は、１つまたは複数の凹部２５０７を持つように
形成されたシャフト部分２５０３と、部分２５０３の近位に延びる管状部分２５０９とを
備える。狭窄部分を管状部分２５０９のみと称することも可能であるが、シャフト部分２
５０３は、狭窄部分の真下に構成されたシャフト部分からの材料の除去によって作製され
た部分として画定され、筋膜に当接する近位に向いた表面を備えてもよい。いくつかの実
施形態では、部分２５０９は管状でなく、たとえば、方形、三角形、台形、および／また
は他の断面輪郭を備える。
【０１９８】
　いくつかの実施形態では、たとえば図２５Ｂに示されるように、アンカー２５１１を筋
膜組織２５１３内で展開するためのアンカー２５１１の前進中、および組織の実際の貫通
前に、アンカーは、矢印２５１７によって示されるように、遠位方向に筋膜組織２５１３
を押し、アンカー２５１１と狭窄部分２５０１のシャフト部分２５０３との間に組織折り
たたみ２５１９を形成する。
【０１９９】
　いくつかの実施形態では、シャフト部分２５０３の近位の向いた表面２５２１は、任意
選択で、１つまたは複数の突起２５３５を備え、筋膜２５１３に当接し、それによって、
アンカーの前進中に組織上でアンカーによって、および／またはアンカー押し出し要素に
よって印加される遠位に向けられた力と対向する近位方向に作用する組織上の力を定める
。組織に作用するこれらの対向する力は、折りたたみ２５１９の形成に寄与し得る。
【０２００】
　いくつかの実施形態では、折りたたみ２５１９が得られると、アンカーは、圧着された
組織を貫通するためにさらに前進させられる。
【０２０１】
　組織内でのアンカーの展開の前に組織折りたたみを形成することの潜在的な利点は、た
とえば組織を折りたたむことなく展開されたアンカーと比較して、展開されたアンカー間
の距離の増加を含むことができる。折りたたみを使用して、アンカーが貫通する組織部分
を一時的に接近することによって、アンカーは、互いから大きな距離のところで展開可能
である。図２５Ｃは、組織折りたたみ２５１９によって互いに向かって接近される貫通点
２５２３を示す。任意選択で、貫通点２５２３は、圧着された組織の逆Ｕ字形の基部に設
置される。いくつかの実施形態では、トロカールは、たとえばシャフト部分２５０３によ
って、互いから離れて貫通点２５２３を維持するような構造にされ、組織折りたたみの反
対側まで貫通するアンカーを有するリスクを低下させる。
【０２０２】
　図２５Ｄでは、折りたたみが解放される。任意選択で、アンカーが組織を貫通しており
、したがって、もはや組織に対して遠位方向に伸展力を加えなくなると、折りたたみが解
放され、点２５２３を互いからより大きな距離２５２５のところに残す。任意選択で、距
離２５２５は、たとえば、１０ｍｍ、２５ｍｍ、４０ｍｍ、またはこれらの中間の距離、
これらよりも長い距離、もしくはこれらよりも短い距離など、５～５０ｍｍに及ぶ。
【０２０３】
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　いくつかの実施形態では、アンカー２５１１は、直線状経路に沿って組織内へと送達さ
れる。いくつかの実施形態では、組織折りたたみを作製することによって、トロカールの
軸に対してある角度でアンカーを実際に展開しなくても、対角線的に展開されたアンカー
の効果が得られる。あるいは、アンカーは、トロカール軸に対してある角度で展開される
。あるいは、組織折りたたみが作製され、アンカーが、トロカール軸に対してある角度で
展開され、展開されたアンカー間の距離２５２５をもっと長い距離まで潜在的に増加させ
る。
【０２０４】
　いくつかの実施形態では、アンカー２５１１と狭窄部分２５０１のシャフト部分２５０
３との間に折りたたまれる組織部分の大きさは、シャフト部分２５０３の近位の向いた表
面２５２１と組織が当接する遠位先端２５３１の表面２５２９との間の距離２５２７によ
って決定される。
【０２０５】
　アンカーの追加または代替として、いくつかの実施形態では、組織折りたたみ２５１９
は、狭窄部分の長さの少なくとも一部分に沿って、狭窄部分２５０１の方向に延びる、近
位シャフト２５３３の１つまたは複数の伸長部（図には示されていない）によって得られ
る。任意選択で、この伸長部は、狭窄部分２５０１と実質的に位置合わせされる。いくつ
かの実施形態では、組織は、近位シャフト２５３３の伸長部とシャフト部分２５０３およ
び／または管状部分２５０９との間に圧着される。
【０２０６】
　いくつかの実施形態では、展開されたアンカー間距離を増加させることは、クランプま
たは類似のデバイスを使用して組織を締めることによってなど、他の構造および／または
方法によって得られる。
【０２０７】
　いくつかの実施形態では、シャフト部分２５０３は、たとえば本明細書に示されるよう
に、方形断面の輪郭を備える。あるいは、シャフト部分２５０３は、円形の輪郭、四角形
の輪郭、および／または他の任意の断面の輪郭を備える。任意選択で、シャフト部分２５
０３の近位に向いた表面２５２１の面積（たとえば突起２５２３のない）は、遠位先端２
５３１の表面２５２９の表面積よりも小さい。
【０２０８】
　いくつかの実施形態では、遠位先端２５３１の表面２５２９は、たとえば１つまたは複
数の突起を備える、組織との接触を増加させるのに適した表面構造を備える（この図には
示されていない）。任意選択で、表面２５２９はテキスチャが付けられ、たとえば隆起お
よび／または波を備える。
【０２０９】
　図２６Ａ～図２６Ｉは、本発明のいくつかの実施形態による、筋膜上の組織折りたたみ
効果を伴うアンカー展開手順と、トロカールおよび外部カニューレアセンブリの例示的な
構造および動作機構とを示す。
【０２１０】
　以下の図は、筋膜内で縫合糸アンカーを展開するための、外部カニューレ２６０４の中
に位置決めされたトロカール２６０２を全体的に示す。
【０２１１】
　いくつかの実施形態では、たとえば図２６Ｂに示されるように、狭窄部分２６０３の遠
位に構成されたトロカールの遠位部分２６０１は、筋膜２６０５内へと前進させられる。
いくつかの実施形態では、ハンドルの内腔の中に含まれるばね２６０９を備えるハンドル
２６０７は、近位方向に引っ張られ、ばね２６０９に張力をかける。ハンドル２６０７の
内腔の中に構成され、ばね２６０９の遠位端に結合された摺動要素２６１１は、ハンドル
が近位方向に引っ張られている間、摺動要素のグラブ歯（grab teeth）２６１９の近位セ
ットが半径方向外側に延び、ハンドルの壁の中の遠位に向いた表面がグラブ歯２６１９の
近位端と接触する位置にロックされるまで、静的なままである。アンカー押し出し要素２
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６１３は、アンカーを遠位に前進させるためにアンカー上に力を印加するのに適した場所
に位置決めされる。
【０２１２】
　図２６Ｃでは、摺動要素２６１１を遠位に押すことによって組織の方へのアンカー２６
１５の前進を開始するために、ハンドル２６０７が遠位方向に押され、それによって、摺
動要素によってアンカー押し出し要素２６１３を遠位方向に押す。たとえば図２６Ｄに示
されるように、アンカー２６１５の前進中、筋膜２６０５は遠位方向に伸展され、組織折
りたたみ２６１７が、アンカー２６１５と狭窄部分２６０３との間に形成される。
【０２１３】
　いくつかの実施形態では、組織折りたたみ２６１７が得られると、たとえば図２６Ｅに
示されるように、ハンドル２６０７は、アンカー２６１５に筋膜を貫通させるために下方
向にさらに押される。アンカーを組織に押し込むとき使用者によって受ける抵抗は、組織
の抵抗のみであり、組織とばねまたはそのトロカールの他の機械的構成要素の合成抵抗で
はないので、ばねが静的である（たとえば、ハンドルを押すことによって伸展されないお
よび／または圧縮されない）間、ハンドル２６０７を遠位方向に押すことの潜在的な利点
は、トロカールを動作させる医師などの使用者に、より正確な感知と制御とを提供するこ
とを含み得る。
【０２１４】
　いくつかの実施形態では、アンカーの遠位へのさらなる前進時、摺動要素２６１１のグ
ラブ歯２６１９は、たとえばトロカールシャフト２６２１の内壁上に構成された段または
突出部によって、径方向内側に押される。この時点で、図２６Ｆおよび図２６Ｇに示され
た構成間で生じると、摺動要素２６１１は、ハンドル２６０７の内腔に再度嵌合すること
ができ、ばね２６０９が、ハンドルの内腔内でその初期の、伸長されていない構成に戻る
ことを可能にする。ばね２６０９が、たとえば図２６Ｇに示されるように、初期位置に戻
ると、摺動要素２６１１は、ばねによって近位方向に引っ張り戻され、アンカー押し出し
要素２６１３に沿って運ぶ。
【０２１５】
　いくつかの実施形態では、図２６Ｇに示されるような、ばねがその元の長さに戻る「ス
ナッピング点」の後、筋膜２６０５内の組織折りたたみ２６１７が実質的に解放され、縫
合糸２６２３を備えるアンカー２６１５が筋膜内で互いからある距離のところに展開され
たままにしておく。この段階で、トロカールおよび外部カニューレアセンブリは、筋膜２
６０５内で外部カニューレを位置決めするために、たとえば図２６Ｈに示されるように、
さらに遠位に前進され得る。図２６Ｉでは、トロカール２６０２が近位方向に引っ張られ
、外部カニューレ２６０４から切り離された後、カニューレ２６０４は組織内に残り、腹
腔鏡などの道具の腹部への挿入のためのポートを設ける。いくつかの実施形態では、組織
からのカニューレ２６０４の除去時、縫合糸２６２３は、筋膜２６０５内の創傷を閉鎖す
るために結ばれる。
【０２１６】
　いくつかの実施形態では、本明細書で説明される例示的な構造に示されるように、トロ
カールおよび外部カニューレアセンブリの最大直径２６２５（図２６Ａ）は、たとえば、
１０ｍｍ、１５ｍｍ、２３ｍｍ、またはこれらの中間の直径、これらよりも大きい直径、
もしくはこれらよりも小さい直径など、６～２５ｍｍに及ぶ。いくつかの実施形態では、
アセンブリの１つまたは複数の構成要素は、比較的小さな全直径を維持するように互いに
嵌合するように構成され、たとえば、先に説明された摺動要素は、ハンドルの内腔に少な
くとも一部は嵌合する。
【０２１７】
　図２７Ａ～図２７Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの例示的なハ
ンドルおよび摺動要素を示す。
【０２１８】
　いくつかの実施形態では、たとえば図２７Ａに示されるハンドル２７０１は、握持部分
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２７０３と、シャフト２７０５とを備える。いくつかの実施形態では、シャフト２７０５
は、少なくとも部分的にカニューレ処置され、ハンドル２７０１の長さの３０％、５０％
、７５％、またはこれらの中間のパーセンテージ、これらよりも大きなパーセンテージ、
もしくはこれらよりも小さなパーセンテージなどの、ハンドル２７０１の長さの少なくと
も一部分に沿って延びる内腔２７０７を備える。いくつかの実施形態では、ハンドル２７
０１は、ハンドル２７０１の遠位端に広がる表面２７０９を備える。任意選択で、表面２
７０９は、アンカー押し出し要素と係合し、ハンドル２７０１が引っ張り戻されたとき、
アンカー押し出し要素を近位方向に引っ張るために形作られる。たとえば先に説明された
「スナッピング」が発生せず、アンカー押し出し要素が、摺動要素によって自動的に引っ
張り戻されない場合、表面２７０９は、アンカー押し出し要素と係合し、ハンドルが引っ
張られると近位方向にアンカー押し出し要素を押し、アセンブリが誤動作した場合（たと
えば、ばねがその伸長されていない構成に戻ることができなかった場合）さらなる安全性
を提供する。
【０２１９】
　いくつかの実施形態では、たとえば図２７Ｂに示される摺動要素２７１１は、ハンドル
２７０１の内腔２７０７に嵌合するように構成される。いくつかの実施形態では、摺動要
素２７１１は、シャフト２７１２と、グラブ歯２７１３の近位セットとを備える。任意選
択で、歯２７１３は、シャフト２７１２に対して半径方向外側に延び、外部の力が歯に印
加されるとき、たとえばトロカールシャフト（この図には示されていない）の内壁によっ
て、ハンドル２７０１の内腔２７０７の内壁によって、および／またはトロカール内の摺
動要素２７１１の移動経路に沿って構成された階段状突起によって、シャフトの方へ跳ね
返るように構成される。いくつかの実施形態では、摺動要素２７１１は、アンカー押し出
し要素を遠位に前進させるために、アンカー押し出し要素の近位表面と係合するように構
成された要素２７１５のセットを遠位端に備える。任意選択で、要素２７１５は、シャフ
ト２７１２に対して半径方向外側に突き出す。
【０２２０】
　いくつかの実施形態では、ハンドル２７０１の内腔２７０７に対する摺動要素２７１１
の位置は、たとえば、歯２７１３がシャフト２７１２の方へ内部に押されると内腔２７０
７に入り、その中で摺動する摺動要素を提供し、歯２７１３が外側に延びると遠位位置に
摺動要素２７１１を維持する、近位の歯２７１３の構成によって決定される。いくつかの
実施形態では、要素２７１５は、摺動要素２７１１を前進させることによってアンカー押
し出し要素を遠位に押すことを提供するために、アンカー押し出し要素と係合するために
構成される。
【０２２１】
　あるものを他のものに嵌合させるような大きさおよび／または形状にされた構成要素（
たとえば、摺動要素２７１１は、ハンドル２７０１の内腔２７０７に嵌合するような形状
および大きさにされる）を備えるトロカールの潜在的な利点は、比較的に小さな直径のト
ロカールがさまざまなアンカー展開機能と組織貫通機能とを提供し、ならびに互いに対す
る構成要素の滑らかな軸方向移動を提供することを可能にする、構成要素のコンパクトな
配置を含み得る。
【０２２２】
　図２８Ａ～図２８Ｉは、本発明のいくつかの実施形態による、さまざまなアンカー設計
を示す。　
　図２８Ａ～図２８Ｅには、例示的な中空アンカー２８０１が示されている。図２８Ｆ～
図２８Ｉには、例示的な自己貫通型（self penetrating）アンカー２８１７が示されてい
る。
【０２２３】
　いくつかの実施形態では、中空アンカー２８０１および／または自己貫通型アンカー２
８１７などのアンカーは、たとえば図２８Ｇに示されるようにアンカーの長さの一部に沿
って、またはたとえば図２８Ｂに示されるようにアンカーの全長に沿って、延びる内腔２
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８０３を持つように形成される。いくつかの実施形態では、内腔２８０３は、アンカー押
し出し要素２８０７を受け入れるような形状および／または大きさにされる。
【０２２４】
　いくつかの実施形態では、たとえば図２８Ｂに示されるように、アンカー押し出し要素
２８０７は、アンカーの遠位開口２８０９を通って前進可能である。任意選択で、アンカ
ー押し出し要素２８０７の遠位部分２８１１は、アンカーを越えて前進し、潜在的にはア
ンカーの前に組織を貫通するために、押し出し要素のより近位の部分２８２３よりも小さ
な断面積を備える。アンカー押し出し要素２８０７を受け入れるように構成された中空ア
ンカー２８０１の潜在的な利点は、負荷の少なくとも一部分が、アンカー内に位置決めさ
れたアンカー押し出し要素２８０７に移されるので、アンカー上に加えられる負荷を減少
させることを含み得る。中空アンカーの別の潜在的な利点は、任意選択で金属から作製さ
れる、先の尖ったアンカー押し出し要素を使用して組織を貫通する（たとえば、アンカー
自体で組織を貫通する代わりに）能力を含み得る。アンカー押し出し要素は、アンカーを
さらに腹腔に導く。
【０２２５】
　いくつかの実施形態では、たとえば図２８Ｃおよび図２８Ｄ、および図２８Ｇ～図２８
Ｉに示されるように、アンカー２８０１および／またはアンカー２８１７は、縫合糸２８
１３を通過させるための１つまたは複数の内側チャネル２８２１を備える。いくつかの実
施形態では、たとえば中空アンカー２８０１の中では、内側チャネルが、内腔２８０３の
内壁の中におよび／またはこれに沿って形成される。
【０２２６】
　任意選択で、縫合糸２８１３は、手順を実行する前にアンカーに通される。追加または
代替として、縫合糸２８１３は手順中に通される。
【０２２７】
　いくつかの実施形態では、アンカー２８０１および／またはアンカー２８１７は、たと
えば創傷閉鎖中などに縫合糸２８１３が引っ張られるのに応答してアンカーが引っ張られ
るとき腹部に面する筋膜組織に当接するために構成された、実質的に平坦な表面２８１５
を備える。
【０２２８】
　いくつかの実施形態では、アンカーは、組織を貫通するのに適した鋭利な針のような遠
位先端２８１９を備える。あるいは、アンカーは、なまくらな先端を備える。任意選択で
、なまくらな先端は、実際の貫通の前に組織を伸展し、それによって、たとえば本明細書
で説明される組織折りたたみ効果を潜在的に生じさせることを提供する。
【０２２９】
　図２９Ａ～図２９Ｃは、本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレとアンカ
ーとの間のアリ溝インターフェースを示す。　
　いくつかの実施形態では、アンカー２９０１とトロカール２９１１が受け入れられる外
部カニューレ２９０３との間の結合は、トロカール２９１１がカニューレの中で移動され
るとき、たとえば「使用準備済み」構成を得るためのカニューレ内でのトロカールの前進
中に、外部カニューレに対して固定位置にあるアンカー２９０１を支えるように構成され
る。いくつかの実施形態では、アンカー２９０１と外部カニューレ２９０３との間の結合
の場所（たとえば、軸方向および／または円周の場所）は、「使用準備済み」構成へのト
ロカールの前進中などのアンカーの遠位への望ましくない前進を防止しながら、トロカー
ルのアンカー押し出し要素が動作中にアンカーと係合することを可能にするなどのように
決定される。いくつかの実施形態では、たとえば線Ａ－Ａに沿ったトロカールおよび外部
カニューレアセンブリの断面図に示されるように、アンカー２９０１の尾部分２９０５は
、第１の幅２９０７と、アンカー２９０１の最外側部分における第２の、より大きな幅２
９０９とを備える。任意選択で、幅２９０９は、幅２９０７よりも、少なくとも１０％、
４０％、６０％、またはこれらの中間のパーセンテージ、これらよりも大きいパーセンテ
ージ、もしくはこれらよりも小さいパーセンテージ大きい。外部カニューレ２９０３の内
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壁２９１５はそれぞれ、アンカーの尾部分２９０５を受け入れるように適合された、類似
の形状および大きさの凹部２９１７を持つように形成される。
【０２３０】
　同様に、トロカールおよびカニューレアセンブリの線Ｂ－Ｂに沿ったより遠位の断面図
では、凹部２９１７の輪郭は、縫合糸２９１９が通される部分などの、アンカー２９０１
のより遠位の部分に合致するように変化する。
【０２３１】
　いくつかの実施形態では、外部カニューレ２９０３の近位部分（この図には示されてい
ない）は、外部カニューレ２９０３に対してトロカール２９１１を位置合わせするのに適
した外形を備える。一例では、外部カニューレの近位部分は、トロカール２９１１のそれ
ぞれの突起および／または凹部と係合するように構成された１つまたは複数の凹部および
／または突起を備える。
【０２３２】
　追加または代替として、たとえば図２９Ｄ～図２９Ｆに示されるように、スリーブ２９
２５（図２９Ｄに示され、図２９Ｅでは拡大されている）は、外部カニューレとトロカー
ルとの間に位置決めされる。任意選択で、図２９Ｆの断面図に示されるカニューレ２９０
３の近位部分２９２７は、スリーブ内で位置決めされたトロカール２９１１が、スリーブ
によってカニューレに対する選択されたアライメントで位置合わせされるように、カニュ
ーレに対してスリーブを位置合わせするのに適した外形を備える。この例では、スリーブ
２９２５は、スリーブの外表面上の１つまたは複数の細長い突出部２９２９と、任意選択
で、トロカール２９１１の合致する細長い凹部２９３１の中に受け入れられ得る、スリー
ブの内表面内の細長い突出部（図示せず）とを備える。それぞれ、少なくとも、２９２７
という近位部分は、スリーブの細長い突出部を受け入れるための合致する凹部をその内表
面上に備える。アライメント外形は、トロカール、スリーブ、および／またはカニューレ
上に構成されたそれぞれの凹部および突起の他の形状および／または輪郭を備えてよいこ
とに留意されたい。
【０２３３】
　図３０Ａ～図３０Ｃは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールの近位に向い
た切断要素を示す。　
　いくつかの実施形態では、たとえば図３０Ａに示されるトロカールの遠位部分３００１
は、１つまたは複数の近位に向いた切断要素３００３を備える。いくつかの実施形態では
、切断要素３００３は、組織を切断するおよび／または突き刺すおよび／または穿刺する
ために適合された少なくとも１つの切断縁３００９および／または先端３０１１を備える
。
【０２３４】
　いくつかの実施形態では、切断要素３００３は、アンカー３００７の遠位先端３００５
に対向して位置決めされる。いくつかの実施形態では、切断要素は、動作中、静的なまま
であるが、アンカー３００７は、アンカーの貫通方向と実質的に反対の方向から、すなわ
ち実質的に遠位から近位の方向に、組織を切断するおよび／または突き刺す切断縁３００
９と相互作用するまで、遠位に前進させられる。組織の両側から貫通される組織に接触す
ることの潜在的な利点は、より正確に設置された創傷を生じさせることを含み得る。別の
潜在的な利点は、アンカーのより迅速な貫通を含み得る。
【０２３５】
　いくつかの実施形態では、遠位トロカール部分３００１は、アンカー３００７が受け入
れられる凹部３０１７を備える。いくつかの実施形態では、切断要素３００３は、凹部３
０１７の中に構成され、たとえば凹部の遠位端から近位方向にアンカーの方へ延びる。任
意選択で、切断要素３００３は、輪郭が少なくとも部分的に円形であり、アンカー３００
７の長さの少なくとも一部分が受け入れられる領域（volume）を画定する。
【０２３６】
　いくつかの実施形態では、組織の貫通点の深さは、筋膜が当接する遠位部分３００１の
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近位に向いた表面３０１３と切断要素３００３の切断縁３００９との間の相対距離３０１
５によって決定される。
【０２３７】
　図３０Ｂに示される断面図は、切断要素の切断縁３００９とアンカー３００７との間の
インターフェースを示す。図３０Ｃは、切断縁３００９に接近した、アンカーの遠位先端
３０１１を示す。
【０２３８】
　いくつかの実施形態では、アンカー３００７が切断縁３００９を滑り、間の組織を切断
するので、切断縁３００９とアンカー３００７との間のインターフェースは、はさみのよ
うな効果を生じさせる。追加または代替として、穿孔タイプまたはピンホールタイプの創
傷が、アンカー３００７と縁３００９との間の相互作用によって形成される。あるいは、
創傷は、縁３００９のみによって作製される。あるいは、創傷は、アンカー３００７のみ
によって作製される。
【０２３９】
　あるいは、要素３００３は切断要素ではなく、切断縁を備えない。任意選択で、要素３
００３は、アンカーが組織を貫通するときアンカーと相互作用するために、アンカー３０
０７の前進経路内に少なくとも一部は位置決めされる。任意選択で、要素３００３は、少
なくとも一部、アンカー３００７をその中に受け入れる。
【０２４０】
　組織貫通中に近位に向いた切断要素を利用することの潜在的な利点は、遠位に向いた切
断要素が使用され、組織内へと意図せずに前進させられたときに発生することがある、組
織を損傷することのリスクを減少させることを含み得る。
【０２４１】
　図３１Ａ～図３１Ｅは、本発明のいくつかの実施形態による、近位に向いた切断要素が
組織を貫通するためにアンカーと相互作用する例示的なアンカー展開手順を示す。
【０２４２】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３１Ａに示されるように、遠位トロカール部分３
１０１は筋膜３１０３内へと前進させられ、近位に向いたシャフト壁３１０５に筋膜３１
０３がもたれるように位置決めされる。１つまたは複数の近位に向いた切断要素３１１３
は、ここで、筋膜３１０３内におよび／またはその下に位置決めされ、切断縁３１１５お
よび／または切断先端は近位方向に向く。
【０２４３】
　この段階で、たとえば図３１Ｂに示されるように、アンカー３１０７は、筋膜の方へ前
進させられ、任意選択で、たとえば本明細書で説明される組織折りたたみ３１０９を形成
する。いくつかの実施形態では、組織折りたたみは、トロカール部分３１０１の凹部３１
１１の中に作製され、組織は、アンカー３１０７と凹部３１１１の壁との間に圧着される
。
【０２４４】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３１Ｃに示されるように、アンカーがさらに遠位
に押され、より多くの組織をアンカーと凹部との間に収まらせるので、組織折りたたみ３
１０９の範囲が増加する。
【０２４５】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３１Ｄに示されるように、アンカー３１０７は、
切断要素３１１３の切断縁３１１５と接触するおよび／またはこれを通過するために前進
させられ、筋膜３１０３を貫通する。いくつかの実施形態では、アンカー３１０７は、切
断要素３１１３を越えて前進させられる。任意選択で、アンカー３１０７は、トロカール
の遠位端３１１７を越えて前進させられる。あるいは、アンカーは、トロカールの遠位端
を越えて前進しない。任意選択で、アンカーは、切断要素３１１３の内腔の中に少なくと
も部分的に受け入れられる。
【０２４６】
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　図３１Ｅでは、筋膜３１０３は実質的に平坦な状態に戻っているが、アンカー押し出し
要素３１１９は、組織から離れるように近位方向に引っ張られており、アンカー３１０７
を組織内に展開されたままにしておく。
【０２４７】
　いくつかの実施形態では、たとえば、トロカールが組織から引っ込められたとき、切断
要素３１１３を近位方向に移動させるによって引き起こされ得る組織の損傷は、引き込み
中に切断要素と組織との間の障壁として作用する、外部カニューレ（この図には示されて
いない）を通して遠位トロカール部分３１０１を送達することによって、低減または防止
される。
【０２４８】
　組織折りたたみ効果は、近位に向いた切断要素の機能のための必要条件ではなく、この
図では単に、トロカールアセンブリの使用中に得られてもまたは得られなくてもよい追加
のオプションとして示されていることに留意されたい。
【０２４９】
　図３２Ａ～図３２Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトから
ある距離のところでアンカーを展開するために構成されたアンカー押し出し要素を示す。
【０２５０】
　トロカールシャフト３２０３に対して距離３２０７のところでアンカー３２０１を展開
することが望ましいいくつかの実施形態では、アンカー押し出し要素３２０５は、トロカ
ール３２０９の長手方向軸に対してある角度を生じるためにその長さに沿って１つまたは
複数の場所に動かされ、それによって、アンカーをトロカールからさらに離れるように径
方向に展開する。任意選択で、アンカー押し出し要素が、アンカーを押すために遠位に前
進させられると、トロカールの１つまたは複数の構成要素は、軸３２０９から離れるよう
にアンカー押し出し要素を動かす。たとえば、押し出し要素３２０５は、前進中にシャフ
ト壁３２１１に当たると、脇に動かされてよい。追加または代替として、押し出し要素３
２０５は、組織の抵抗力により脇に動かされてもよい。
【０２５１】
　追加または代替として、たとえば図３２Ｂに示されるように、アーチ形アンカー押し出
し要素が使用される。任意選択で、押し出し要素３２０５は、直線３２１３に対して示さ
れる角度αおよびβによって示される１つまたは複数の曲線を持つように形成される。任
意選択で、角度αおよび／または角度βは、７度、１０度、１５度、またはこれらの中間
の数、これらよりも大きい数、もしくはこれらよりも小さい数など、たとえば、５～２０
度にわたる。いくつかの実施形態では、要素３２０５は、たとえば円形または半円形の輪
郭を有する、湾曲した近位ヘッド３２１５を備える。任意選択で、たとえば本明細書で説
明されるものなどの摺動要素の歯によって、ヘッド３２１５に沿ってさまざまな場所に力
を印加することによって、要素３２０５の遠位部分は、直線状経路から片寄って向けられ
、トロカールシャフトに対してある角度で要素３２０５を位置決めする。
【０２５２】
　長手方向軸３２０９に対してある角度でアンカー押し出し要素３２０５を前進させるこ
とを提供する例示的な構造および機構が図３２Ｃおよび図３２Ｄに示される。図３２Ｃは
、本発明のいくつかの実施形態による、前進の前の要素３２０５を示す。図３２Ｄは、組
織内でアンカーを展開するための前進位置にある要素３２０５を示す。アンカー押し出し
要素の前進経路について言及するとき、点Ａは、トロカールシャフト内で遠位に走行する
摺動要素３２２１によって幾何学的に画定された軸方向に移動可能な場所に印を付ける。
点Ｂは、トロカールシャフトと外部カニューレ３２２５との間に画定された静的な場所に
印を付け、それを通して、アンカー押し出し要素が通過させられる。いくつかの実施形態
では、両方の点ＡおよびＢは、トロカールの長手方向軸３２０９と平行な軸に沿って設定
される。アーチ形押し出し要素３２０５が、摺動要素によって前進させられるとき、点Ａ
は点Ｂに近づき、要素３２０５は、軸３２０９に対して半径方向外側に延びるように強制
される。
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【０２５３】
　図３３Ａ～図３３Ｅは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトに対
して半径方向外側に延びるために構成された回転可能な翼のセットを備えるトロカールを
示す。いくつかの実施形態では、トロカールは、組織へのアンカーの貫通面積を画定およ
び／または制限するように構成された１つまたは複数の要素を備える。いくつかの実施形
態では、トロカールは、筋膜が伸展される表面積を増加させ、伸展された組織を通っての
アンカーの貫通を潜在的に容易にするのに適した１つまたは複数の要素を備える。
【０２５４】
　図３３Ａ～図３３Ｅには、上記で説明された機能の一方または両方を実行するために構
成された翼のセットが示されている。図３３Ａは、閉鎖構成で、シャフト部分３３０３に
回転可能に取り付けられた翼３３０１のセットを示す。いくつかの実施形態では、翼は、
アンカー（この図には示されていない）が遠位に前進させられるとき、アンカーが、開放
構成であるとき翼によって画定されたフレーム３３１１を通過するように案内されるよう
に、狭窄部分３３０５の遠位に構成される。
【０２５５】
　図３３Ｂは、翼が組み付けられるシャフト部分３３０３の断面図を示す。いくつかの実
施形態では、翼３３０１は、たとえば図３３Ｃおよび図３３Ｄの断面図に示されるような
開放構成に回転されるとき、翼３３０１が、任意選択で翼３３０１とシャフト部分３３０
３の凹部３３０９の壁３３０７との間の円形区域の形をとるフレーム３３１１を画定する
ように、略Ｕ字形を備える。
【０２５６】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３３Ｃに示されるように、翼３３０１は、ロッド
３３１３によって開構成と閉構成との間で回転される。任意選択で、たとえばアンカー展
開中に、摺動要素およびハンドルの直線運動を回転運動に移すことによって、ロッド３３
１３の回転が作動される。これは、たとえば、ロッド３３１３ならびにハンドルおよび／
または摺動要素に動作可能に結合された別個の近位に延びる要素（たとえば、レバー、追
加ロッド）によって得られ得る。
【０２５７】
　図３４Ａ～図３４Ｅは、本発明のいくつかの実施形態による、軸方向に伸長可能および
圧縮可能な構造を備えるトロカールを示す。
【０２５８】
　いくつかの実施形態では、軸方向に伸長可能および／または圧縮可能な構造３４０１が
、トロカールの狭窄部分３４０３の遠位に構成される。いくつかの実施形態では、構造３
４０１は、１つまたは複数の移動可能な関節３４０７によって結合された４つ、２つ、６
つ、またはこれらの中間の数、これらよりも大きい数、もしくはこれらよりも小さい数の
アームなどの、複数のアーム３４０５から形成される。いくつかの実施形態では、３４０
９および３４１１などのアームの軸方向に対向するセットは、たとえば図３４Ｅに示され
るようにアンカー３４１５が通過可能な接近されたアームの間にフレーム３４１３を生じ
させるために、たとえば図３４Ｃおよび図３４Ｄの断面図に示されるように互いの方へ接
近可能である。
【０２５９】
　いくつかの実施形態では、たとえばトロカールの初期挿入の後でトロカールが近位方向
にわずかに引っ張られるとき、構造３４０１が筋膜３４１７によって圧縮される。
【０２６０】
　いくつかの実施形態では、アーム間に画定される実質的に円形のフレームの直径は、４
ｍｍ、６ｍｍ、７ｍｍ、またはこれらの中間の直径、これらよりも大きな直径、もしくは
これらよりも小さな直径など、たとえば、３～８ｍｍに及ぶ。いくつかの実施形態では、
画定されたフレームは円形でなく、四角形、台形、または恣意的などの他の形状を備える
。
【０２６１】
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　いくつかの実施形態では、フレーム内に捕らえられた組織は、アーム間でわずかに伸展
される。組織をわずかに伸展することの潜在的な利点は、組織の貫通を容易にすることと
、アンカーが組織に確実に十分に挿入されるようにすること、たとえばアンカーが確実に
筋膜層の全厚を横切るようにすることとを含み得る。
【０２６２】
　図３５Ａ～図３５Ｂはそれぞれ、本発明のいくつかの実施形態による、外部カニューレ
３５０１の等角図および断面図である。
【０２６３】
　いくつかの実施形態では、縫合糸３５０５が通される１つまたは複数のアンカー３５０
３は、カニューレ３５０１の内壁に、たとえばカニューレ３５０７の中空の円筒状シャフ
トの遠位部分に、除去可能に取り付けられる。いくつかの実施形態では、アンカーとカニ
ューレとの間の結合は、画定された軌道に沿ったアンカーの前進を可能にするような構造
にされる。そのような軌道は、たとえば、たとえば先に説明されたように、アリ溝結合を
画定する細長い台形凹部によって設けられる。
【０２６４】
　いくつかの実施形態では、中空の円筒状シャフト３５０７は、テキスチャが付けられた
表面備え、たとえば、カニューレの外壁と組織との間の接触面積を増加させる、リング形
突出部３５０９などの隆起または突出部を備える。テキスチャが付けられる表面の潜在的
な利点は、組織からのカニューレの意図しない引き抜きに対するカニューレの抵抗の増加
を含み得る。テキスチャが付けられた表面は、組織内にあるときのカニューレの滑りを減
少させるおよび／または周囲組織内でのカニューレのより強力な保持を得るために効果的
であり得る。
【０２６５】
　いくつかの実施形態では、たとえば図３５Ｃ～図３５Ｅに示されるように、カニューレ
３５０７は、図３５Ｄに示されるものなどの、縫合糸の１つまたは複数のリール３５１５
を備える。任意選択で、縫合糸は、カニューレの近位部分内で、たとえばカニューレヘッ
ドの両側で水平に位置決めされたリール上で巻き上げられる。いくつかの実施形態では、
リール３５１５は、たとえばアンカー展開中に縫合糸の自動引き戻しを提供するための機
構を備える。任意選択で、この機構は、リールに動作可能に結合された、たとえば図３５
Ｅに示される、１つまたは複数のクロックスプリング３５１７の使用を備える。リール３
５１５上で縫合糸を保管することの潜在的な利点は、縫合糸がもつれるおよび／または巻
き上がることのリスクを低減すること、カニューレを通る道具の通過を縫合糸が妨害する
ことのリスクを低減すること、カニューレを通るトロカールの前進を縫合糸が妨害するこ
とのリスクを低減すること、および／または他の利点を含み得る。いくつかの実施形態で
は、たとえば手順の終わりに、外部カニューレが組織から除去されるとき、縫合糸端は、
カニューレから解放され、使用者によって結ばれ得る。
【０２６６】
　図３６Ａ～図３６Ｂは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールと外部カニュ
ーレアセンブリを使用してブタモデルで実行された生体内実験の写真である。図３６Ａは
、筋膜および腹膜３６０３を通って前進させられたトロカールの遠位部分３６０１を腹部
方向から示す。いくつかの実施形態では、遠位シャフト部分３６０５は、たとえば先に説
明されたように、組織折りたたみ効果をもたらすような形状にされる。図３６Ｂでは、ア
ンカー３６０７は、アンカー押し出し要素３６０９によって組織内へと前進させられる。
任意選択で、たとえば図３６Ｂに示されるように、アンカーは、径方向に延びるトロカー
ルの長手方向軸からわずかな角度で展開される。この実験で使用されたるトロカールおよ
び外部カニューレアセンブリの類似の構成は、たとえば、図２５Ａに示されている。
【０２６７】
　図３７Ａ～図３７Ｆは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールと外部カニュ
ーレアセンブリを使用してブタモデルで実行された生体内実験の別の写真である。図３７
Ａでは、トロカール３７１３の遠位先端３７０１（図３７Ｄでは、外部カニューレと区別
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するために先が尖っている）が、近位に向いた表面を筋膜３７０３（任意選択で、薄い腹
膜層を含む）に当接させるために、腹腔へのトロカールの初期挿入の後で近位方向に引っ
張られる。任意選択で、近位に向いた表面の１つまたは複数の突起は、より強力な保持を
得るために、筋膜をわずかに刺す。図３７Ｂでは、アンカー３７０５が、アンカー押し出
し要素３７０７を用いて遠位に前進させられる。任意選択で、組織が、実際の貫通の前に
、遠位方向にアンカーによって伸展される。図３７Ｃでは、アンカー押し出し要素３７０
７は、トロカールのシャフト内へと近位に引っ込められ、アンカー３７０５（アンカーに
通された縫合糸３７０９とともに）を、筋膜に隣接する（たとえば、この真下にある）腹
部の内腔の中に残しておく。図３７Ｄでは、トロカール３７１３と外部カニューレ３７１
１とを備えるアセンブリが、外部カニューレ３７１１からのトロカール３７１３の引き込
みを準備するために、遠位に前進させられる。この段階で、アンカー３７０５は、本明細
書でさらに説明される自動的な縫合糸引き戻し機構によって、および／または使用者によ
る手動でなど、筋膜３７０３にもたれるように近位に引っ張られる。図３７Ｅでは、トロ
カール３７１３は外部カニューレ３７１１から引っ込められており、カニューレは組織内
に位置決めされたままであり、腹腔鏡などの手術道具の送達のためのポートを提供する。
図３７Ｆでは、カニューレ３７１１が組織から除去され、縫合糸３７０９は、たとえば医
師などの使用者によって、創傷を閉鎖するために結ばれる。
【０２６８】
　図３８Ａ～図３８Ｃは、本発明のいくつかの実施形態による、トロカールシャフトが狭
窄部分を備えない、外部カニューレ３８０３の中に受け入れられたトロカール３８０１の
例示的な構成である。図に示される例示的な構成では、トロカール３８０１の遠位部分は
、筋膜層３８０５を通って前進させられる。任意選択で、たとえば図３８Ｂに示されるよ
うに、トロカール３８０１のシャフトに結合および／またはこれと統合された拡張要素３
８０７が拡張され、たとえば、拡張された要素に筋膜３８０５が当接するように、トロカ
ールシャフトに対して半径方向外側に拡張される。いくつかの実施形態では、たとえば図
３８Ｃに示されるように、アンカー押し出し要素３８０９は、アンカー３８１１と係合し
てアンカーを組織に送達するために、たとえばトロカールシャフトから、および任意選択
でトロカールシャフトに対して半径方向外側に、前進させられる。任意選択で、アンカー
３８１１は、アンカー押し出し要素によって係合の前に外部カニューレ３８０３に除去可
能に取り付けられ、たとえば、アンカーは、カニューレの遠位端でカニューレの内壁に結
合される。
【０２６９】
　いくつかの実施形態では、トロカール３８０１と１つまたは複数の外部カニューレ３８
０３とを備えるキットが提供される。
【０２７０】
　本出願から成熟する（mature）特許の寿命中に、多数の関連するトロカールおよび／ま
たは創傷閉鎖デバイスが開発されることが予想され、トロカールおよび／または創傷閉鎖
デバイスという用語の範囲は、演繹的にすべてのそのような新しい技術を含むことを意図
する。
【０２７１】
　「を備える（comprises）」、「を備える（comprising）」、「を含む（includes）」
、「を含む（including）」、「を有する（having）」という用語およびこれらの同根の
語は、「限定はしないが、～を含む」を意味する。　
　「からなる」という用語は、「を含み、これらに限定される」を意味する。
【０２７２】
　「から実質的になる」という用語は、追加の成分、ステップ、および／または部品が特
許請求される組成物、方法、または構造の基本的特性と新規な特性とを大幅に変えない場
合のみ、組成物、方法、または構造が追加の成分、ステップ、および／または部品を含ん
でよいことを意味する。
【０２７３】
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　本明細書で用いる場合、単数形「ａ」、「ａｎ」、および「ｔｈｅ」は、文脈が明確に
別段に規定しない限り、複数のものを含む。たとえば、「化合物」または「少なくとも１
つの化合物」という用語は、その混合物を含む複数の化合物を含んでよい。
【０２７４】
　本出願全体を通して、本発明のさまざまな実施形態が、範囲の形式で示されることがあ
る。範囲形式における説明は、便宜上および簡略化のためにすぎず、本発明の範囲に対す
る不変の制限と見なされるべきではないことを理解されたい。したがって、範囲の説明は
、具体的に開示されたすべての可能な部分範囲ならびにその範囲内の個別の数値を有する
と考えられるべきである。たとえば、１から６などの範囲の説明は、１から３、１から４
、１から５、２から４、２から６、３から６などの具体的に開示された部分範囲、ならび
にその範囲内の個別の数、たとえば、１、２、３、４、５、および６を有すると考えられ
るべきである。これは、範囲の幅に関係なく当てはまる。
【０２７５】
　本明細書において数値範囲が示されるときはいつでも、示された範囲内の任意の引用さ
れた数（分数または整数）を含むことが意味される。第１の示された数と第２の示された
数「との間に及ぶ（ranging/ranges between）」および第１の示された数「から」第２の
示された数「までにわたる（ranging/ranges from ... to）」という句は、本明細書では
互換的に使用され、第１の示された数と、第２の示された数と、それらの間のすべての分
数数値と、すべての整数数値とを含むことを意味する。
【０２７６】
　本明細書で使用されるとき、「方法」という用語は、限定するものではないが、化学的
技術、薬理学的技術、生物学的技術、生化学的技術、および医学技術の実務家に知られて
いる、または、これらの実務家によって既知のやり方、手段、技法、および手順から容易
に開発される、のどちらかである、所与のタスクを達成するためのやり方、手段、技法、
および手順を含む、それらのやり方、手段、技法、および手順を指す。
【０２７７】
　本明細書で使用されるとき、「治療する」という用語は、病の進行を妨害すること、実
質的に阻害すること、遅らせること、もしくは逆転させること、病の臨床的もしくは審美
的な症状を実質的に改善すること、または病の臨床的もしくは審美的な症状の出現を実質
的に防止することを含む。
【０２７８】
　分かりやすくするために別個の実施形態の文脈で説明される本発明のいくつかの特徴は
、単一の実施形態において組み合わせて設けられてもよいことが理解される。逆に、簡潔
にするために単一の実施形態の文脈で説明される本発明のさまざまな特徴は、本発明の他
の任意の説明された実施形態において、別個に設けられてもよいし、または任意の適切な
副組み合わせで設けられてもよいし、または適切であるように設けられてもよい。さまざ
まな実施形態の文脈で説明されたいくつかの特徴は、実施形態がそれらの要素なしでは機
能しない場合を除き、それらの実施形態の不可欠な特徴と見なされるべきではない。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載の事項を、そのまま、付記しておく。
　［１］　腹壁の筋膜層を通る挿入のために適合されたトロカールであって、
　使用者による取り扱いのために構成された近位端と、
　組織への挿入のために構成された遠位端と、
　前記近位端と前記遠位端との間に延びるシャフトと
を備え、
　ここにおいて、前記シャフトは、前記遠位端の近位に狭窄部分を備え、前記狭窄部分は
、筋膜組織を受け入れるような形状および大きさにされた少なくとも１つの凹部を画定し
、前記凹部は前記凹部の遠位端で終わり、前記シャフトの全体的に近位に向いた表面は前
記狭窄部分の真下に構成され、前記近位に向いた表面および前記狭窄部分は、前記筋膜に
よって前記腹壁内で前記トロカールを安定させるような形状および大きさとされる、トロ
カール。
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　［２］　前記近位に向いた表面は、前記凹部内に受け入れられた前記筋膜組織の、前記
凹部から離れる移動を制限するように構成された組織係合外形を備える、［１］に記載の
トロカール。
　［３］　前記狭窄部分の長さは０．５～３０ｍｍであり、ここにおいて、前記凹部は前
記シャフトの長手方向軸から少なくとも０．５ｍｍの距離のところで始められ、前記凹部
は半径方向に少なくとも１ｍｍの深さを有する、［１］または［２］に記載のトロカール
。
　［４］　前記狭窄部分の合計断面積は、前記狭窄部分の上方に構成されたシャフト部分
および前記全体的に近位に向いた表面が画定された前記狭窄部分の下方に構成されたシャ
フト部分のうちの少なくとも１つの合計断面積よりも少なくとも５０％小さい、［１］ま
たは［２］に記載のトロカール。
　［５］　前記狭窄部分は、少なくとも０．５ｍｍの厚さを有する筋膜組織部分を受け入
れるように十分に長い、［１］に記載のトロカール。
　［６］　前記シャフトは円筒状であり、前記少なくとも１つの凹部が円周上にある、［
１］に記載のトロカール。
　［７］　前記狭窄部分の真下に構成されたシャフト部分の直径は、前記狭窄部分が筋膜
内に位置決めされるとき、挿入中に前記シャフト部分によって伸展された組織が前記狭窄
部分のまわりで跳ね返るように、前記筋膜層内の創傷の前記直径よりも大きい、［６］に
記載のトロカール。
　［８］　前記全体的に近位に向いた表面の前記組織係合外形は１つまたは複数の突起を
備える、［２］に記載のトロカール。
　［９］　前記突起は、抵抗を増加させるために前記筋膜を刺す先端を前記筋膜の方向に
有する、［８］に記載のトロカール。
　［１０］　前記狭窄部分の上方に構成されたシャフト部分は、前記腹壁への装置の挿入
中に増加する抵抗を提供するために、近位方向に直径が増加する円錐形輪郭または半球形
輪郭を備える、［１］または［２］に記載のトロカール。
　［１１］　前記トロカールは、トロカールシャフトに対して遠位に前進可能な少なくと
も１つのアンカー押し出し要素と、アンカー前進機構とを備える、［１］に記載のトロカ
ール。
　［１２］　前記アンカー前進機構は、使用者による操作のためにハンドルに動作可能に
結合された摺動要素を備え、前記摺動要素は、前記トロカールの前記シャフト内で前進さ
せられるとき前記少なくとも１つのアンカー押し出し要素を遠位に押しやるに適した外形
を備える、［１１］に記載のトロカール。
　［１３］　前記トロカールはばねを備え、前記少なくとも１つのアンカー押し出し要素
は前記ばねによって自動的に引っ込められ、前記ばねは前記組織への前記アンカー押し出
し要素の前進に抵抗しないように構成される、［１２］に記載のトロカール。
　［１４］　前記トロカールは、少なくとも１つの縫合糸アンカーと前記縫合糸アンカー
に結合された縫合糸とをさらに備えることによって創傷閉鎖を提供するように構成される
、［１２］または［１３］に記載のトロカール。
　［１５］　前記トロカールは、前記狭窄部分の遠位に位置決めされた少なくとも１つの
近位に向いた切断要素を備え、前記切断要素は、前記アンカーが前記組織を貫通する助け
となるように前記アンカーと相互作用するような形状にされる、［１４］に記載のトロカ
ール。
　［１６］　組織内で縫合糸を展開するための１つまたは複数の針をさらに備え、前記針
は、前記狭窄部分の下方に構成されたトロカールシャフト部分内に位置決めされ、前記針
の鋭利な端は前記近位の方向に向く、［１４］に記載のトロカール。
　［１７］　前記全体的に近位に向いた表面は、拡張されたとき腹部に向いた筋膜組織と
の接触を増加させる拡張可能な構造を備える、［１］または［２］に記載のトロカール。
　［１８］　前記拡張可能な構造は、前記トロカールの挿入または除去のための閉鎖構成
と、前記トロカールが前記筋膜から離れるように前記近位の方向に引っ張られるのを防止
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するための開放構成とを備える、［１７］に記載のトロカール。
　［１９］　前記構造は、前記トロカールを前記筋膜層に対して前記近位の方向に引っ張
ることによって、その開放構成へと変形可能である、［１８］に記載のトロカール。
　［２０］　前記拡張可能な構造は、アンカーが前記組織内で展開されるために通過させ
られる少なくとも１つのフレームを画定する、［１７］に記載のトロカール。
　［２１］　前記拡張可能な構造は、前記フレームを画定するように前記シャフトに対し
て半径方向外側に延びる、閉位置と開位置との間で回転可能な翼のセットを備える、［２
０］に記載のトロカール。
　［２２］　前記拡張可能な構造は、前記フレームを画定するために互いに軸方向に圧縮
されるように構成されたアームのセットを備える、［２１］に記載のトロカール。
　［２３］　前記トロカールの遠位先端は、前記腹壁への前記トロカールの挿入時に穿刺
創を形成するのに十分鋭利である、［１］、［２］、［５］から［９］、［１１］のいず
れか一項に記載のトロカール。
　［２４］　前記トロカールの遠位シャフト部分は、前記トロカールが前記組織に挿入さ
れるとき組織折りたたみを形成するような形状にされた１つまたは複数の凹部を備え、前
記組織折りたたみは、前記狭窄部分、および前記狭窄部分の下方に構成された前記凹部の
作製されたシャフト部分のうちの少なくとも１つと、アンカーとの間に形成される、［１
］に記載のトロカール。
　［２５］　腹腔鏡下手技において使用するためのキットであって、
　［１］または［２］に記載のトロカールと、
　前記トロカールを受け入れるような大きさにされた外部カニューレと、前記外部カニュ
ーレは、アンカーおよび前記外部カニューレの内壁に除去可能に結合された縫合糸のうち
の少なくとも１つを備える、
を備え、
　ここにおいて、前記トロカールはアンカー前進機構を備え、前記アンカー前進機構は、
前記外部カニューレの前記アンカーと係合して前記アンカーを前記組織内へ前進させるた
めに前記トロカールのシャフトの外部に延びるように構成された少なくとも１つのアンカ
ー押し出し要素を備える、キット。
　［２６］　前記アンカー押し出し要素はロッドとして形作られ、ここにおいて、前記ロ
ッドの遠位表面は前記アンカーの近位表面と係合する、［２５］に記載のキット。
　［２７］　前記キットは、前記トロカールが挿入可能な複数の外部カニューレをさらに
備える、［２５］に記載のキット。
　［２８］　前記アンカーと前記外部カニューレとの間の結合は、前記アンカー押し出し
要素が前記アンカーの実質的に上方に設置される、前記カニューレへの前記トロカールの
挿入および使用準備済み位置への前記トロカールの前進を妨害しないような構造にされる
、［２７］に記載のキット。
　［２９］　前記アンカー前進機構は、前記アンカーを前記組織内へ前進させるように動
作されるまで前記トロカールのシャフト内に含まれる、［２５］に記載のキット。
　［３０］　前記機構は、使用者による操作のためにハンドルに動作可能に結合された摺
動要素をさらに備え、前記摺動要素は、前記トロカールの前記シャフト内で前進させられ
るとき前記アンカー押し出し要素を遠位に押しやるのに適した外形を備える、［２９］に
記載のキット。
　［３１］　前記アンカーは、前記組織を直接貫通せずに前記組織内へ前進させられると
き前記組織に対して力を印加し、前記狭窄部分、および前記狭窄部分の下方に構成された
凹部の作製されたシャフト部分のうちの少なくとも１つと、前記アンカーとの間に組織折
りたたみを形成するように構成される、［２５］に記載のキット。
　［３２］　前記アンカーは、アンカー押し出し要素を受け入れるような形状および大き
さにされた中空本体と、前記アンカーの展開位置で前記筋膜に当接するために適合された
少なくとも１つの表面とを備える、［２５］に記載のキット。
　［３３］　前記トロカールは、前記狭窄部分の遠位に位置決めされた少なくとも１つの
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近位に向いた切断要素を備え、前記切断要素は、前記アンカーが前記組織を貫通する助け
となるように前記アンカーと相互作用するような形状にされる、［２５］に記載のキット
。
　［３４］　前記トロカールは、前記アンカー押し出し要素が前進されるまたは引っ込め
られる前記シャフトの壁のそばに凹部を備え、前記凹部は、前記シャフトの長手方向軸と
平行して構成される、［２５］に記載のキット。
　［３５］　前記トロカールのシャフトはばねをさらに備え、前記アンカー押し出し要素
は前記ばねによって自動的に引き込み可能であり、前記ばねは、前記組織への前記アンカ
ーの前進に抵抗しないように構成される、［２５］に記載のキット。
　［３６］　前記外部カニューレの内壁は、前記アンカーの少なくとも一部分が受け入れ
られる少なくとも１つの細長い凹部を備え、前記凹部は、前記組織の方への前記アンカー
の前進のための経路を画定する、［２５］に記載のキット。
　［３７］　前記凹部は台形であり、前記アンカーと前記カニューレとの間で結合するア
リ溝を画定する、［３６］に記載のキット。
　［３８］　前記アンカーおよび前記縫合糸のうちの少なくとも１つが組織内に吸収可能
である、［２５］に記載のキット、または［１４］に記載のトロカール。
　［３９］　前記外部カニューレの内腔は、腹腔鏡を通過させるための寸法にされる、［
２５］に記載のキット。
　［４０］　前記外部カニューレ内で前記トロカールを空間的に方向付けるためのスリー
ブをさらに備える、［２５］に記載のキット。
　［４１］　前記スリーブは、気体が腹部内から漏れるのを防止するために前記トロカー
ルと前記カニューレとの間で内腔を密閉する、［４０］に記載のキット。
　［４２］　前記外部カニューレと前記シャフトを合わせた最大直径は１５～３０ｍｍで
ある、［２５］に記載のキット。
　［４３］　腹壁内で位置決めするための外部カニューレであって、
　前記外部カニューレに除去可能に取り付けられた少なくとも１つのアンカーと、
　前記アンカーに結合された少なくとも１つの縫合糸と、
　トロカールを受け入れるための大きさにされた軸方向に延びる内腔とを備え、前記トロ
カールは、前記少なくとも１つのアンカーと係合するように構成されるものである、外部
カニューレ。
　［４４］　前記腹壁の筋膜層において縫合糸アンカーおよび縫合糸のうちの少なくとも
１つを展開するための方法であって、
　トロカールのシャフトの狭窄部分によって画定された表面が、腹部に向いた前記筋膜の
表面に当接し、前記狭窄部分が筋膜組織によって囲まれるように、腹壁への挿入のために
適合されたトロカールを位置決めすることと、
　縫合糸アンカーまたは縫合糸のうちの少なくとも１つを前記筋膜内へ展開することとを
備える方法。
　［４５］　前記縫合糸アンカーおよび縫合糸のうちの少なくとも１つは、前記筋膜層に
対してあらかじめ定義された深さのところに展開される、［４４］に記載の方法。
　［４６］　前記位置決めすることは、前記トロカールを近位の方向に引っ張ることによ
って、前記狭窄部分の下方に画定された前記表面に対して前記筋膜組織をやや伸展するこ
とをさらに備える、［４４］または［４５］に記載の方法。
　［４７］　縫合糸アンカーを各ポートにおいて別個に展開するために、単一のトロカー
ルが複数の外部カニューレに挿入され、各カニューレは異なるポートのところで位置決め
される、［４４］に記載の方法。
　［４８］　腹壁への挿入のために適合されたトロカールを位置決めするために使用者に
知覚可能なフィードバックを提供するための方法であって、前記トロカールは、前記トロ
カールの遠位端の近傍に狭窄部分を持つように形成されたシャフトを備え、この方法は、
　腹壁を通して前記トロカールを挿入することと、
　前記腹壁の筋膜層に当接する前記狭窄部分の下方に画定された前記シャフトの表面によ
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って形成された抵抗を受けるまで、前記トロカールを近位の方向に引っ張ることと、
　前記筋膜層が、前記狭窄部分によって画定された１つまたは複数の凹部に入るように、
前記トロカールを位置決めすることと
を備える方法。
　［４９］　前記方法は、前記筋膜層のところでアンカーを展開することをさらに備える
、［４８］に記載の方法。
　［５０］　組織内での縫合糸アンカーの展開中に前記縫合糸アンカー間の距離を増加さ
せる方法であって、
　前記組織を実質的な逆Ｕ字形に圧着することと、
　前記縫合糸アンカーを使用して前記逆Ｕ字形の基部のところで前記圧着された組織を貫
通し、前記縫合糸アンカーを前記組織内で展開することと、
　組織折りたたみがなければ得られたであろう前記縫合糸アンカー間の距離と比較して、
互いから、より長い距離のところで前記縫合糸アンカーを展開させるために、前記組織折
りたたみを解放することと
を備える方法。
　［５１］　前記圧着することは、前記組織をアンカー展開装置の凹部の中へ押し込むた
めに前記組織を貫通する前に前記縫合糸アンカーを前進させることによって得られる、［
５０］に記載の方法。
　［５２］　腹壁の筋膜層内での挿入のために適合された装置であって、
　使用者による取り扱いのために構成された近位端と、
　組織への挿入のために構成された遠位端を備えるシャフトと、
　前記組織への展開のための少なくとも１つのアンカーとを備え、前記アンカーは前記シ
ャフトに除去可能に結合されるものであり、
　前記シャフトの前記遠位端は、２つの実質的に反対方向から前記組織を接触させること
によって前記アンカーが前記組織を貫通する助けとなるように前記アンカーと相互作用す
る少なくとも１つの近位に向いた要素を備える、装置。
　［５３］　前記近位に向いた要素は、近位に向いた切断縁または切断先端を備える、［
５２］に記載の装置。
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